
動

詞

活

用

の

は

じ

め
に

と
こ
で
あ
っ
か
う
資
料
は 、
主
と
して
つ
ぎ
の
よ

川この稿の資料

う
な
も
の
で
あ
る 。

ゐtun
Aドり

-
大
分
県直下八
郡直
入町
長湯方言
||「大

分長
湯方言」

しもあがた
ρ
ずほら

〈
た

2
長崎県
下県
郡
舷殿町
久田
方言
||

「対馬
久間
方言」

3
長崎県
翫似
押郡大
瀬戸町
板ノ
浦方一一百
||「酋

彼
杵板ノ
泌
方言」

4
熊本県
牛深市総
伊町
深
海方言
||「天草

深海方言」

あず
ますなか

5
熊本県
荒尾
市抵増
永方言
11l「熊本増

永方言」

注

右
の
う
ち 、
1
・
4
は
九
州
方
言
学
会
の
合
同
調
査
の一
環
と
し
て
羽

査
し
た
も
の
で
あ
る 。

乙
れ
ら
の
ほ
か 、

福
間
県
立
前
・

筑
前
・

北
九
州
市
方
言
な
ど
を
必
妥
に
応

じ
て
あ
っ
か
う 。

文
献
資
料
と
し
て
は 、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
の
記
述
資
叫
を

援
用
す
る
乙
と
が
あ
る 。

-
「日
本
方言の
記
述的
川
先」

2
「方言学講陀」

3
「方言学概
説」

コい

一一=
ロ

述

野

林

正

資
料
方
言
の
ー

か
ら
5
ま
で 、

お
よ
び 、

そ
の
他
の
地
点
を
図
示
す
れ
ば 、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る 。

e.福岡久原
f.福岡直方
g.福岡篠限
h.福岡金武
i.熊本松橋グ

a.北九州戸畑
b.福岡土佐井
C.対馬豆政Ad.福岡鐘崎Lノ
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乙
の
怖
の
ね
ら
い
を
要
約
し
て
言
う
と 、

つ
ぎ
の

山この稿のねらい

L」ムハ目的ノ『仁やのヲQ O
結論としては 、従来 、行なわれてきたような 、現象形態本位に記



述
し
た
「
活
用
表」
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば 、
さ
ら
に 、
そ
れ
を
抽
象
し
た 、
も

う一
つ
の
高
次
の
「
活
用
表」
を
櫓に
組
み
上
げ
る
乙
と
を
提
案
す
る 。
そ
し

て 、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
な
う
過
程
で 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
目
採に
近
づ
乙
う

と
す
るもの

で
あ
る 。

動詞活用の記辺

活
用
の
記
述
に
あ
たっ
て 、
活
用
と
い
う
全
構
造の
表
層
に
位
置
す
る「
活

用
現
象」
の
記
述
に
と
ど
ま
る
ζ
と
な
く 、
よ
り
深
層
に
位
置
す
る
「
活
用

休
系」
の
記
述
を
果た
す
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る 。

注
とζ
で
言う
表居と
深賠の
概念は 、
そ
れぞ
れ 、
チョ
ム
ス
キ
ーの

一一一面う
E巳ωnom可cnzz
と
ι自由司印可EnEB
と
に
相当
す
る 。
ただこ

とで
は 、
表問と
深層とは
最表層と
最深
層を両極とした
相対的な
関

係でと
らえ
られる 。
z・
。rog日ruコ「〉由旬。ngo向
子目
、H，rmOHHO『ω吋ロ­

SH」
呂
田
参
照 。

2
活
用
の
記
述
に
あ
たっ
て
は 、
む
し
ろ 、
深
層の
「
活
用
体
系」
の
記
述

を
中
心
と
し
て 、
記
述
を
「
構
文
論」
と
「
音
韻
論」
と
の
双
方へ
向
かっ

て 、
開
放
的
な
もの
に
す
る 。

3
活
用
の
記
述
に
あ
たっ
て 、
ー
に
述べ
た
よ
う
に 、
記
述の
性
格
を一
面

的・
平
面
的
な
も
の
に
す
る
と
と
な
く 、
多
面
的・
立
体
的
な
も
の
に
す
る

た
め 、
具
体
的
に
は 、
三
つ
の
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て 、
活
用
を
各レ
ベ
ル
の

関
係
か
ら
連
動
的・
過
程
的
に
記
述
す
る
よ
う
に
す
る 。

4
表
層
の
「
活
用
現
象」
か
ら 、
た
だ
ち
に 、
活
用
の
種
類
別
を
引
き
だ
す

の
で
な
く 、
深
層の
「
活
用
体
系」
独
自の
特
徴
か
ら 、
明
言
で
き
る
必
然・

有
効の
基
準
を
見
出
す乙
と
に
よっ
て 、
活
用の
種
類
別
を
果た
す
よ
う
に

す
る 。

5
活
用
形の
設
定
に
あ
たっ
て
は 、
統
計
学
的
数
値
が
全
面
的
に
そ
れ
を
決

定
す
る
と
せ
ず 、
深
層の
「
活
用
体
系」
独
自の
特
徴
が
活
用
形
を
規
定
す

1 

る
函
も
強
調
す
る 0

6
活
用
の
記
述
に
あ
たっ
て
は 、
一
地
点一
体系
式
に 、
特
殊
性
を
強
調
す

る
記
述
方
式
に
と
ど
ま
る乙
と
な
く 、
広
汎
な
地
域
に
向
かっ
て
提
案で
き

る
普
遍
的
な
記
述
を
志
向
す
る 。

7
活
用
の
比
較
に
あ
たっ
て
は 、
深
層の
「
活
用
体
系」
を
もっ
て 、
比
較

の
資
料
と
す
る 。

主
と
し
て 、
「
記
述
言
語
学」
の
方
法に
依
拠
し
て 、
活
用
を
記
述
し
よ
う

と
し
た
従
来
の
諸
研
究
に
よっ
て 、
一
定の
成
果
が
もた
ら
さ
れ
た
と
と
は
言

う
ま
で
も
ない
が 、
ま
た 、
一
面 、
多
く
の
欠
陥
が
目
立っ
て
き
て
い
る
と
と

も
見の
が
すと
と
が
で
き
な
い 。

一
方
で 、
「
音
韻
論」
を
記
述の
出
発
点
に
置
き 、
他
方で 、
「
音
韻
論」・

「
形
態
論」・「
構
文
論」
の
各
レ
ベ
ル
聞
に 、
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
厳
密
な
境
界

線
を
置
と
う
と
し
た
方
法
は 、
結
局
は 、
文
法の
記
述
を
「
音
韻
論」
との
接

面
に
固
定
さ
せ
る
結
果
を
招い
た 。
そ
の
結
来 、
た
と
え
ば 、
活
用の
諸
研
究

が
「
構
文
論」
と
の
機
縁
を
求
め
得
な
かっ
た
の
は
も
ち
ろ
ん 、
活
用の
記
述

そ
の
もの
が
平
板で 、
煩
鎖
な
もの
と
なっ
た 。
諸
記
述
を
見
れ
ば 、
一
方で

は 、
活
用
の
現
象
形
態
を
記
述
し
た
結
果 、
そ
乙
に 、
活
用の
種
類
別
に
とっ

て
の
有
効
な
基
準
を
見
出
し
得
な
い
た
め 、
既
成
文
法
の
種
類
別の
枠
を
無
原

則
に 、
援
用
し
た
もの
が
か
な
り
あ
る 。
他
方で 、
活
用の
現
象
形
態の
中
に 、

活
用
の
種
類
別
に
とっ
て 、
有
効
と
恩
わ
れ
る
基
準
を
求
め
得た
もの
も 、
結

局
は 、
現
象
形
態
の
中
に
合
ま
れ
る 、
活
用
体
系
に
とっ
て
は
偶
然
に
す
ぎ
な

い
側
面
を
払い
落
と
す乙
と
が
で
き
な
かっ
た
た
め 、
い
た
ず
ら
に
煩
鎖
な
結

果
に
終
わっ
た
も
の
が
多い 。

注
煩
鎖とい
うのは
単に 、
量的・
技
術的な
問題
を言っ
てい
る
ので

はない 。
活用
体系にとっ
て
必然のものば
か
りから成っ
てい
る
かど
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う
か
に
よ
っ
て
い
る 。
乙
の
観
点
か・り
す
れ
ば 、
諸
記
述
で
は 、
音
韻
規
則

の
働
き
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
多
く
の
変
種・
変
格
を
立
て
て
い
る

も
の
が
あ
る 。
ま
た 、
い
わ
ゆ
る
四
段
活
用
の
系
列
に 、
煩
鎖
な
分
類
が
繰

り
か
え
さ
れ
て
い
る 。

前
述
の
七つ
の
目
標
は
乙
れ
ら
の
欠
陥
を
克
服
す
る
こ
と
をね
ら
い
と
し
て

か
か
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

活
用
の
理
解

川

形
態
素と
異
形
態

「
形
態
宗」と「
異
形
態」 、

す
なわ
ち 、ヨo
弓
吉ヨぬ

と
と一D
5
2
予
と
の
関
係
は
抽
象
と
具
体 、
一
般
と
特
殊 、
包
括
と
被
包
括
と

の
関
係
で
説
明
さ
れ
る 。
「
形
態
系」

は
抽
象
的 、
一
般
的 、
包
括
的
単
位
で

あ
り 、
「
異
形
態」
は
具
体
的 、
特
殊
的 、
被
包
括
的
単
位で
ある 。

た
と
え
ば 、
「
天
草
深
海
方
き
己
の
発
話
中
で 、

た
ま
た
ま 、

形
態
\
0
畠ロ
\

をキャッ
チ
し
た
と
す
る 。
乙
の
形
態\
S泊
三
は
「
単
形
態」
5
2
Z
と
呼

ば
れ
る

。

ま
た 、

た
ま
た
ま 、

バ
ラ
バ
ラ
に
形
態
\
00
白
血
1

〉
\
o

a
o
i

\

な
ど

を
キ
ャ
ァ

チ
し
た
と
す
る 。

こ
れ
ら
の
形
態
\

雪
国
白
l

\・
\
O巾
由
0
1

\

な
ど
も 、

そ
れ
ぞ
れ 、
「
単
形
態」

と
呼
ば
れ
る

。

聞
き
手がと
れ
らの
「
単
形
態」

を
比
較
し
て 、

同
じコ
トパ

単
位
に
該
当

する
と
認め
た
時 、
「
形
態
系
」
【D
ac】
が
認め
られ
た
乙
とに
な
り 、

それ

まで 、
バ
ラ
バ
ラ
だっ
た
「
単
形
態」

は
「
形
態
系」
を
構
成
する「
異
形
態
」

の
あっ
か
い
を
受
け
る。

「
異
形
態
」
\

忠
也
己1
〉
\
00
白
血
l

ト
\
DO
T
-

\

な
ど
は 、

そ
れ
ぞ
れ 、

具
体

音
声
と
具
体
意
味
を
持っ
て
い
る
の
に
対
し
て 、
「形

態
系」
【o
ac】
は 、
「
異

形
態」

群
の
そ
れ
ら
か
ら
拙'
家・一
般
化
さ
れ
た
音
声
や
意
味
を
持
つ
だ
け
で 、

具
体
音
声・
具
体
意

味を
失
な
っ

て
い
る 。

注

乙
こ
で
言
う
抽
象と
具
体
と
の
関
係は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る 。
より

抽
象
的
か
よ
り
具
休
的
か
と
い
う
観
点
で
説
明
さ
れ
る 。
な
お 、
コ
トパ
を

音
声
と
意
味
の
二
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え
る
立
て
前
か・り
す
れ
ば 、
音
声
に

関
して
抽
象・
具
体
の
関
係
を
説
く
こと
が
で
き
ると
す
れ
ば 、
意
味
に
関

し
て
も 、
そ
れ
に
平
行
し
た
関
係
が
見
出
さ
れ
る
も
の
と
予
想
す
る 。
「
形

態
素
」

と
「
異
形
態
」

と
の
問
の、
怠
味
に
関
す
る
そ
の
よ
う
な
関
係を
具

体
的にど
の
よ
うに
説
明
す
る
かは
こと
で
はと
り
あ
げ
ない
で
お
く 。

「
形
態
系
」

は
それ
が
抽
象
的
・

一
般
的
・

包
括
的
単
位
で
ある
か
ら 、

実

際
には 、

存
在
し
な
い
架
空
のコ
トパ

単
位
だ
と
説
明
する
の
は 、

決
し
て
正

し
く
な
い。
「
形
態
宗
」

は
「
形
態
音
韻
規
則」

や
「
音
韻
規
則」

にのっ
と

っ
て
具
体
化
され 、
具
体
音
声を
帯び 、
一

方 、
「
意
味
論
的
規
則
」

に
のっ

と
っ

て
具
体
化
さ
れ 、
具
体
意
味
を
担
え
ば 、
いつ
で
も 、

「
異
形
態」

と
し

て
の
実
在
性
を
主
張
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

「
形
態
系」

と
「
異
形
態」
と
の
関
係
は 、

原
型
的
に 、

す
ぐ

れ
て
立
体
的・

多
次
元
的
で
あ
り 、
けっ
し
て
平
面
的・
一
元
的
で
な
い 。
た
と
えば 、
つ
ぎ

の
図
例に
よ
る
と 、

図
ー

の
よ
うで
あっ
て 、

図2
や
図3
のよ
う
で
な
い 。

悶
2
の
よ
う
な
考
え
方
は
ブ
ル
ー

今
ィ
ー

ル
ド

や 、
ブ
ロ
ッ
ク 、
ト
レ
l

ガ
ー

に
お
け
る
5
2
Zo
ヨ目
と
と
沼田
コ白コ
Z
の
関
係
の
説
明
に 、

だ
い
た
い

相
当
す
る 。
そ
乙
で
は 、
「形

態
議」
は 、
む
し
ろ 、
「
蕊
本
交
替
形式
」
g
z

m一円
買
EZ
と
してとら
え
ら
れ 、
給
日
は 、
「
形
態
系
」

と
「
異
形
態」
と
の

関
係
は

50
3
2
Z
相
互
の
平
面
的
な
交
替
関
係
で
説
明
さ
れる 。

注
「
だ
い
た
い
相
当
す
る」
と一一一一川っ
た
の
は
ブ
ル
ー
今
ィ
ー
ル
ド
で
は、

部
分
的
に
は 、
た
と
え
ば 、
牛D
D
2

と
門
EdJ
に

つ
い
て 、
「〔牛
E〈]
と

[牛0
2]・
[3
2]
と
〔コ門〕
と
は、
同
じ
形
態
系
の
白一
5
5口百
で
あ
る」

と
い
っ
た
立
体
的
な
品
明
が
な
さ
れ
る
ζ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。
円、.
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回一005白色門戸「円
吉岡Emm」
58-
回-o乙r
、H，E聞耳「O三一一200同
円一口問C一回目

立
口

〉
コ
白
石
包
凹
」
】
由
ム
N

参
照
。

(図 2)
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注
【
】
はと
のば
あい
形態
索を
示
す 。
\
\
は音
韻段
階で
の
単形

態また
は
異形態を一不す 。

/ oego-/ 
↓↑ 

/ oege-/ご[oeguJ二I oegi-/ 
↓↑ ↓f 

/ oega-/ / oegu-/ 

(図 1)

(図 2)

(図 3)

【oegu】
↓↑ 

/ oego-/ 
↓↑ 

/ oega-/ 
J↑ 

/ oegu-/ 
↓↑ 

/ oegi-/ 
↓↑ 

/ oege-/ 

【oegu]

/ oego-/ 
+ 

/ oega-/ 
+ 

/ oegu-/ 
+ 

/ oegi-/ 
+ 

/ oege� / 

と
と
で
は 、

【00
∞
E】

を

注

形
態系は
語
舞
形式の
最小
単
位と
見て 、

一
個の
形
態
系と
する 。

動 詞 活用 の 記述

図3
の
よ
うな
考え
方はハ
リス
や
四0年代のホ
ケγ
トにお
ける
ヨ0・

弓
zgo
EMWと

50弓Zヨゆ
とZ『EロZ
(ヱ号門戸田) 、
BOGroHH岡市

と

ヨO『
吾(出onZ2)
の
関係の
説明K
相当する 。
そ乙
で
は 、
「形態索」

ヨD弓Zヨ巾
55・
30弓rmヨ巾
は
「
単
形
態」
ヨR
Zogo
巳REEF

gR
Z
の
集合として
とらえられるが 、
両者の
関
係は
完全に
立
体的な

形をとっ
て
説明さ
れてはい
ない 。

注
NOニ5ぬ
ω-
zmコ一♂
「7AO『古73d巾
〉-
5
22円ω
ヨ
ピロ伺巳一広告
〉・

コ
ロ一
3
2
」

呂
ム
Nu

Qd
白叶一
2

勺

ヱ
2
r
口門
7
〈
勺「
C
Z。
ョ羽

白『

g
o
弓
7
0
3
5

〉。

コ
E-
可
盟問
〉
「
戸山
コ
悶
C
白
∞0・」
N
ω・

-
由品
、可

図3
の
よ
うな
考え
方が
公に
力を
得たのは五
0年代後半にお
けるホ

ケッ
ト
以
後で
ある 。
そ乙
で
は 、
新しく 、
「異形態」
丘一ogoH司『の
概念

を立てると
とによっ
て 、
「形態業」
と
「単形態」 、
つ
まり 、
目白日u
zg刊

と
ヨロ号『
との
間の
立体的
関係の
説明に
成功してい
る 。

注
のEユg
明・
出2ro円F「〉
828
5
宮丘町円ロ
ピロ間口一丘町田」
58

間
活用の
三つのレベ
ル
「形態素」
と
「異
形
態」
ない
し
「単形

態」
との
関係を(図3)の
よ
うに立体的にとらえる立
場は「音素」
と

「異音」
ない
し
「単音」
との
関係の理
解と並行して 、
わが
国にお
け

る
記
述的諸研究の
中K
も 、
しだいに 、
力を
得つつ
ある 。
しかし 、
乙

とで 、
もっ
と
も重要なζ
とは 、
「単位論」
にお
ける 、
「形態系」と「異

形態」
間の
立体的
関係の
把握も 、
「運用論」

||せ
まい
'意
味での「
文

法論」
をさ
す
ーーで
は 、
十分に
活かされてい
ない
とい
うと
とで
ある 。

注
との
点で 、
南不二
男
〈文法〉
「方言学概説」
に
おける
「活用」

の記
述で
は 、
「活用」
を
「形態系」
と
「異形
態」
間の
変
形と
見る

傾向が
認め
ら
れる 。
し
かし 、
南
氏は
「形態素」
を
「語集形式」
の

最小
単
位と
見ず 、
「語基」・「語幹尾」・「語尾」
と
いっ
た
「活用
要

素」
の
段階に
まで
細
分したため 、
記
述の
複雑さを招き 、「語基形態

素」
の
変形 、
「語
幹
尾形態
索」
の
変形 、
「語
尾形
態
系」
の
変形
の
そ

れぞ
れ
立
体的な
性格を
総合的に
描き出すとと
がで
きなかっ
た 。

「形態索」
と
「異形態」
との
間には 、
ほ
とんど 、
無限に
近い
数の

レベ
ル
が
霊屑的に
介在してい
ると
考えられる 。
した
がっ
て 、
もし
も 、

文
法が
「形態素」
と
「異形態」
との
聞の
抽象・一
般
化と 、
具体・
特
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殊
化の
規則を
扱い 、
ひ
とま
ず 、
それ
を
「活用」
と理
解するな
らば 、

「活
用」
は
必ず 、
立
体的・
多次元的に
記
述されるべ
きで
あり 、
けっ

して 、
平面的・一
元的に
記
述さ
れるべ
きで
ない 。

平面的・一
元的な
記
述は一
つ
の
切
り口
につ
い
てだ
け説明するので 、

記
述の
性格は
静的・
固定的な
もの
となるが 、
立
体的・
多次元的な
記

述はい
くつ
かの
切
り口
ど
うしの
関係も説明
するので 、
記
述の
性格は

動的・
過程的な
もの
となる 。
「活
用」
は
立
体的・
多次元的・
動的・

過程的に
記
述さ
れるこ
とが
望
ましい 。

注
伝統
的な
「活用」
の記
述は
単語
の語
形
変化を
「活用」
と
見て

「活
用」
を単語
のレベ
ル
だ
けで
平面的・一
元的に
説明した
し 、

「記

述
言語
学」
の
方法による
「活
用」
の記
述
も 、
同じレベ
ル 、
あ
るい

はそれ
以
下
のレベ
ル
で 、
「最小
の
自由形式」
をきりとっ
て 、
やは

り
単語
の変化を
説
明しようと
した 。
た
と
えば 、
平
面的・一
元
的な

記述に
終わっ
た日
野
氏のば
あい
も 、
い
くらか
立
体的な記
述を志向

した
南氏のぱあい
も 、
一
つ
の切
り口
につ
い
てだ
け説
明しようと
試

みた
結果 、乙
の点で
は
既成
文法の域か
ら出ると
と
はで
きなかっ
た 。

日
野
資純
〈方言に
お
ける
文
法研
究
の
問
題
点〉
「国語と国
文学」
昭

二
九・
五 。

とこ
ろで 、
むやみに 、
多くのレベ
ル
を
設定して 、
その
切り口ど
と

に 、
「活用」
を記
述する乙
とは
得策で
ない 。
不経済で
ある 。
そ乙
で 、

乙と
では 、
つ
ぎの
よ
うな 、
もっ
と
も特徴的な三つのレベ
ル
を
設定し 、

こ
れら三つ
の
切り口につ
い
て 、
「活用」
を
連
動的に
記
述するこ
とを

提案する 。「
形態素」
と
後
続の
「形態系」
と
が
「構文規
則」
に
よっ
て 、

一
線に
並びっ
くした
段
階
ll「接
合段階」
と呼ぶ
|l c

「形態素」
と後
続の「形態素」
とが
「活
用
規
則」
によっ
て 、

まさに
結合した
段階
ll「結合段階」
と
呼ぶ
|| 。

且
「形態素」
と後
続の「形態素」
とが
「音
韻
規
則」
によっ
て 、

完全に
融
合した
段階
||「融
合段階」
と
呼ぶ
|| 。

比愉的に一
亭っと 、
iの
「接合段階」
は
物理
的な連接の
段階であり 、

Eの
「結合段階」
と皿の「融合段階」
は
化学的な
結合の
段階で
ある 。

「接合段階」
か
ら「融
合段階」
へ
向かっ
て
進むにつ
れて 、
「形態素」

ど
うしの
結合は
緊密とな
り 、
その
度
合いに
応じて 、
「形態素」
は
具

体・
特殊化さ
れて 、
「異
形態」
としての
実在性
llまだ 、
完全に
実

在で
はない
が
ーーーを
獲得する 。

「接合段階」
は
「活用」
と「構文論」
との
接面であ
り 、「融
合段階」

は
「活用」
と
「音韻論」
との
接面で
ある 。聞き
手の
立場か
ら
言うと 、

「
接
合段階」
は「構文論」
の
入口で
あり 、
「融
合段階」
は
「音韻論」

の
出口で
ある 。
話し
手の
立
場から言うと 、
「接合段階」
は
「
構文
論」

の
出口で
あり 、
「融
合段階」
は「音韻論」
の
入口で
ある 。

「天草深海方言」
に
例
をと
り 、
動詞「来る」
のいわゆ
る「命令形」

を 、
との
三つの
段階につ
い
て
記
述してみよ
う 。

F
漆砂
州開罷
【
EE】+【
臥ずムザ】

比
詳抗町
内将官時
hr101一ーもNh

昨

露
出w
m阿
君時

二
耳
目bN
\

注

【

】
H
煤
ホw
m押
環
品叩
油引
斗
叫印
唱"

円
δ一
片
品山
FJF
件w

潔
ゆ
簿
翠
δ
「
山根

瀧
川抑
」

北市
川出
戸、
ペ
FJ
刷
o

h

kt
H
務
ゆ
何時
環
小
山切
斗
自由
叫。。

\

\
H
露
。

何時官
時
冷
却
叫，
山口
抑。
4UN
H
t
口
8
渋
添
市
川引
斗
Zu
lu
。

注
と
こ
では 、
「命令」(合)・「終止」(会)・「中止」(もむ
といっ
た
特

別な
「形態
素」
を立てて
お
り 、
たと
えば 、
右
のよ
うに 、
[命令]↓

E 
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政 詞 活 用 の 記 述

h
ph
↓\唱静岡\
のよ
うなぜロ
形態
阜県
の具
体・
特
殊
化を記
述
する 。

「
大分
長湯
方舌己
で
は 、
つ
ぎの
とお
り 。

←
R・
ゅ湾露
【rcE】+【
砂今】

国
誌
爪W
淘蕊一-
hr101目ーもNh

昌
彦市町得一捺
\r
ぷもと

「
対馬久田
方雪己
では 、
つ
ぎの
とお
り 。

一
鰐
ゆ
淘罷
【
EE】+【診44】

国
詳ゆ
相即蕊
hrici--芯Nh

昨
翠
ホw
m押罷
\ro-
P\

右に
示した
例に
関するかぎ
り 、
三
方言では 、
「
融
合段階」
でだ
け 、

対立が
認
め
られ 、
「結合段階」
や
「接合段階」
では 、
対立が
認め
ら

れ
ない 。
そζ
で 、
ζ
う説明で
きる 。

右の
例に
関するか
ぎ
り 、
三
方言では 、
「
筏合段階」
と「結合段階」

の
し
くみ 、
つ
ま
り「
構文規
則」
と「活
用規
則」
は
同じで
あり 、
「融

合段階」
の
し
くみ 、
つ
ま
り「音韻規則」
だ
けが
異なっ
てい
る 、
と 。

「活
用」
の
記
述は 、
三つ
の
段階の
中心をなし 、
かっ 、
「活用規則」

の
働
く「結合段階」
に
焦点を
据えて 、
「接合段階」 、
つ
まり「
構文
論」

の
方向と 、
「
融
合段階」 、
つ
まり
「音韻論」
の
方向との
双
方に
向かっ

て 、
聞い
た
形で
な
されな
ければな
らない 。
従
来の
記
述は
もっ
と
も
低

次の
||
表屈の
||
段階で
ある「融合
段階」
に
焦点を
あわせた
た
め 、

「構文論」
との
機縁を求め
得なかっ
たばか
りか 、
「
音
担皇制」
との
距離

を
失うと
とによっ
て 、
かえっ
て 、
「
活用」
に
関わる
「音韻規
則」
の

働きを正し
く評価で
きなかっ
た 。

従来の
記
述では 、
三
方言の
活
用の
「融
合段階」
で 、
そ
れぞ
れつ
ぎ

の
よ
うな
形態が
符られれば 、
記
述はそと
までで
終わ
りで
あっ
た c

\r冊。\・\riト\・\ro-\

だが 、
乙
れらの
形態には 、
それぞ
れ 、
つ
ぎの
よ
うな
「立目前規則」

の
働きが
加わっ
てい
る 。
ζのと
とを
指摘しなかっ
た
な
らば 、
三
方言

そ
れぞ
れの
「活用」
の
立体的なし
くみ
を説明で
きないし 、
三
方言の

「活
用」
の
し
くみの
異同を正しく比較で
きない
し 、
又 、
それぞ
れの

方言にお
ける「活用体系」
と「
音韻論」
との
関連を
告げると
と
もで

きない 。-to-h
付HU\命。\-
hDFh
hげ川川川\eJと

hoFh
げHU\D一\

間
活用と
権文論
「活
用」
の
記述は
「構文
論」
と
意
識
的に
相当

の
関連を
もっ
てな
されな
ければな
らない 。
「活用」
は
単に 、
「一
語」

の
内部に
生じる
語形変化ではない
か
らで
ある 。
また 、
ωで規定した

よ
うな 、
単に 、
「形
態素」
と
「異形態」
聞の
抽象・一
舵
化・
具体・

特殊化の
過程で
もない
か
らで
ある 。

注
「意
識的に」
と
言っ
た
のは 、
従来の記述に
も 、
各活用形を決

定する
後
続語の記述が
必要であっ
た 。
しかし 、
そ
れは一
つ
の文
内

部
の成
分を
作る
文節
の範囲内で
の
「構文論」
的
関述づ
けの域を出

ず 、
進んで 、
成
分ど
うし
の関連を
見き
わめ
た
り 、
文が外側に
向か

っ
て 、
他
の文を作り
だ
すといっ
た
広
大な
「構文
論」
の領域に
は
目

が
とどかなかっ
たか
らである 。
一
方で
「活用」
を単語内
部
の平面

的な
語形変化と
見る立
場がそ
の傾
向に
拍
車をか
けてい
たと
見る 。

た
と
えば 、
「
西彼
杵板ノ
捕
方言」
では 、
つ
ぎの
よ
うな
文が
話され

る 。-

斗
い\
寸
に
uq，

M山「
刈巾
芯ハ
ハ)

斗
山
、 ，，c(一台
致
合
P
S
蛍

℃
hn
寸
、
，内

4
Q
，
℃
4
Y、
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4 ，
X
竹\
4
V\

aに
hn
?
、
4

斗
凶
大
hどで。(
B
R+MM
羽

世

斗
い\
て
い\
い

口)
滋
司
法
芯ハ
ミ
が)

わた
しは
ーの
よ
うな
文を
「核
文」
と
呼び 、
Eの
よ
うな
文を
「派
生

文」
と
呼んでい
る 。
Eは
iに
変形が
加えられて 、
で
き
上っ
た
「可能

派生文」
で
ある 。

注

「
核
文」
お
よ
び
「
派
生
文」
は
そ
れぞ
れ 、
チ
ョ
ム
ス
キ

ー

に
お
け

る
r巾
B
己
m
g
R
ロn
p
LO
Z
〈
a
m
E
5
口円四
に
相
当
す
る。

Z

の
ro
B目r
vJ

「
ω可
ロ
CwnHF口
ω円円
En
pM2山田」
H
U印、可・

構文論の
見地か=りすれば 、
「可能変
形派生」
の
事
態
で 、
iのオヨ

グーが
Eのオヨ
ギiに
変っ
てい
るの
は 、
単に 、
動詞
「オヨ
グ」
に
生じ

た
孤独な
変化で
はない 。
との
変
化は
iの
助詞「ガ」
が
Eの
助詞「-
こ

に
とっ
てかわられる
変化に
呼応・
帯同した
もので
ある 。

「対馬久田
方言」
では 、
つ
ぎの
よ
うな
文が
話される 。

F

'℃
hn
v、，に
H
4
uq，

斗
t
u可E
l
刈

弐」て
。
(
沖
舟
MU占
有同
点巾司
代
向い
)

比

斗
-\
弐
l
uq

'℃
い
に
や、、
い
よ
い

法，

山ご
で

ご
(
毒
ヨ
片
山い一
円
=
π
hv

合、似)
構文論の
見地か'りすれば 、
「受
身変
形派生」
の
事態で 、
ーのガルー

が
Eのガラーに
変っ
てい
るの
は 、
単に 、
動
詞「ガル」
に
生じた
孤
独

な
変化ではない 。
との
変化もiの
助詞
「ガ」
が
Eの
助詞
?こ
に
と

っ
てかわ
ら
れ 、
ーの
助詞「ヲ」
が
Eの
助詞「ガ」
に
とっ
てかわ
られ 、

さ
らに
位置の
改変が
加えられるといっ
た一
『坦の
変化に
呼応
帯同した

もの
で
ある 。

ζ
れらいっ
さいの
改
変・
変形は
あ
げて
「
構文規則」
の
要請による

もの
で
あ
り 、
「活用」
は
「核文」
か
ら
「派生文」
を
作
りだ
す
「憾
文

規則」
の
要請の
枠内で行なわ
れ
る 、
「核
文」
中の
「述語句」
の
核を

な
す「形態宗」
の
変形として 、
ひと
まず認識される 。

さて 、
「博文諭」
で
は 、
記
述の
単位となる
文を立てろば
あい 、
わ

た
しは
あらゆる
文をつ
ぎの
よ
うに
分ける 。
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一
ー

さ
知
S
Nh
怠
泌い
(「
駕
脳
態」

作
品
、防
)

-
l

世一一
際
shh
uパ

上

ス「
協同コ
」
作
品
b)一
|

主
婦
3
日
誌
貯
uN
(「
四割
除
法抽出」

作
品
b
)

×
l一一

一
|

国・
守T
3
釘
支
持
(「持帰 国
対」

作
品
、町内)

「
湘
安
3
針
河
上

(「
対」

作
品
、公)

「
加
守甘
さ
針
世間
除
外
(「
気
俳
U円」

作
品
、公)

注

こ
の
よ
う
な
分
類
の
原
理
は
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
「
ω
〕E
E
色白

日
2
2
C『・

2」

に一
不
さ
れ
て
い
る 。
「
核
連
鎖
」
・

「
派
生
連
鎖」

の
名
称
お
よ
び
「
派
生

連
鎖」

の
概
念
は
筆
者
に
よ

る

も
の、
「
核
連
鎖
」

は

チ
ョ
ム
ス
キ
ー

の

お『
B
5曲一
日
三
口
聞
に
相
当
す
る。

ζの
分
瀬には 、
二つ
の
基準か=りする
分類が
絡み
合っ
てい
る 。
一
つ

は
文を「連鎖」
と
「文」
とに
分ける
基準で
あ
り 、
もう一
つ
は
文を「核

文」
と「派生文」
とに
分ける基準で
ある 。

「連鎖」
と
「文」
との
ち
がい
は
「連鎖」
が
「構文規則」
に
もとづ

く 、
「形態素」
群のじゅ
ず玉
状の
連接休で
あるのに
対して 、
「文」
は

「異
形態」
群の
合成形式で
ある点に
ある 。
「連鎖」
は
音声・
意味につ

い
て 、
「文」
を
抽
象・一
般
化した
もの
で
あり 、
「文」
は
音声・
意味に

つ
い
て 、
「連鎖」
を具体・
特殊化した
もの
で
ある 。

「核文」
と
「派生文」
との
ちがい
は
「核文」
は
変形を
加
え
ら
れる

と
「派
生文」
になる
文で
あ
り 、
「派生文一
は
変形を逆用
す
る
と
「核

文」
に
なる
文で
ある点に
ある 。

注

「
核
文
」

は
記
述
の
単
位
と
な
る
文
で
あ
る
。
「
核
文
」

の
構
造
的
条
件

に
つ
い
て
は、

共
通
語
に
つ
い
て
は
野
林
の
〈
核
文
の
設
定
と
変
形
へ
の
段



ど
り〉
「
国
語
学日」
に 、
方号 3
に
つ
い
て
は 、
同
じ
く〈
肥
筑
方
言の
階
文

論
的
記
述〉
「都
大
論
究
6」
に
私
案
を
示
し
て
あ
る 。

「
抽
象
的
な
核
文」
を
「
核
連
鎖」
と
呼
び 、
「
具
体
的
な
核
文」
だ
け
を「
核

文」
と
呼ぶ 。
「
抽
象
的
な
派
生
文」
を
「
派
生
連
鎖」
と
呼
び 、
「
具
体
的
な

派
生
文」
だ
け
を
「
派
生
文」
と
呼
ぶ 。

さ
て 、
先
に
l-
H
の
よ
う
な
方
言の
「
核
文」・「
派
生
文」
を
示
し
て 、

「
核
文」
の
ー

が
「
派
生
文」
の
H
K
つ
く
り
か
え
ら
れ
る
と
と
を
変
形
と
言

っ
た 。
し
か
し
厳
密
に
は 、
品
は
ー
か
ら
直
接 、
変
形
に
よっ
て
つ
く
り
出
さ

、、，ノ

れ
る
の
で
は
ない 。・ー
を
いっ
た
ん
ー

の
よ
う
な
「
核
連
鎖」
に
抽
象
し
て 、

〉

〉

(

〉

i
に
変
形
を
加
え
て 、

H
の
よ
う
な「
派
生
連
鎖」
に
つ
く
り
か
え 、
つ
ぎ
に 、
H

(

〔

が
具
体
化
さ
れ
て 、
は
じ
め
て
「
一派
生
文」
の
E
が
で
き
上
る
の
で
あ
る 。

(+
附…

〉斗

ゃ、、
hn
v\
ψ\
UF
4
冶 色

斗・旬
、
仁

川判

法 令」マ

斗
、ζ
、、ゐ

冶T
.t 
" 
.t 
ム、

述、ーで
、ーで、ーて
i$t 
K二

し一一_jL___jLーー」

会加糊 主
手キモ建 知

(
一
)(
対
同町
怠)

-昨
ド\
寸
4
1

uq，
斗-k
uv
f
l

刈
i

uJJて1
添」一い

(
比
)
(
鶏
併
協
同畏)

国
(
問河

川悶

UN)

斗
t
h可 争
11

1Uも
マ
H
い\
ぐ
い
よ
い

uqJごて-\
。

動詞活用の記述

先
に
述べ
た
と
と
ろ
で
は 、
「
核
文」
を
「
核
連
鎖」
に
抽
象
し 、
「
派
生
連

鎖」
を
「
派
生
文」
に
具
体
化
す
る
過
程
を
は
しよ
っ
て
い
た 。
「
構
文
規
則」

の
要
請
に
よ
る
変
形
が
働
く
の
は
「
核
連
鎖」
と
「
派
生
連
鎖」
に
至
る
過
程

で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
「
構
文
論」
は
「
核
連
鎖」
か
ら
「
派
生
連
鎖」
に

至
る
過
程
ー

そ
の
逆
過
程
も
含
む
ー

を
扱
う 。
一
方、
先
に 、
ωで 、
「
活
用」

を
「
形
態
采」
と
「
異
形
態」
聞
の
抽
象
げ』
具
体の
過
程
で
説
明
し
て
い

た 。
「
連
鎖」
は
「
形
態
系」
か
ら
成
る
もの
で
あ
り 、
「
文」
は
「
異
形能に

か
ら
成
る
合
成
形
式
で
あっ
た 。
し
た
がっ
て 、
「
活
用」
は
「
連
鎖」
か
ら

「
文L
K
至
る
過
程
lー

そ
の
逆の
過
程
も
合
む
ーー

を
扱
う 。

そ
ζ
で 、
い
わ
ゆ
る
狭
義の
「
活
用」
の
慨
念
を
わ
た
し
な
り
に
定
義
す
れ

ば 、
つ
ぎの
と
お
りで
あ
ろ っ

活
用
と
は
「
連
鎖」

け打
「
文」
(「
核
連
鎖」

町村「
核
文」・「
派
生
連
鎖」

げ打
「
派
生
文」)
の
過
程
に
お
け
る
「
連
鎖」
(「
核
連
鎖」・「
派
生
連
鎖」)

お
よ
び
「
文」
(「
核
文」・「
派
生
文」)
中の
「
述
語
句」
の
核
を
な
す
「
形

態
系」
な
い
し
「
異
形
態」
格
互
間の
変
形
で
あ
る 。

乙
の
定
義
に
は
「
話
し
手」
の
立
場(
|↓)
と
「
聞
き
手」
の
立
場(
1|)

の
二
面
が
併
せ
ら
れ
て
い
る 。
今 、
と
れ
を
「
話
し
手」
の
立
場に
つ
い
て
だ

け
定
義
し
な
お
す
と 、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。

「
活
用」
と
は
「
連
総」
(「
核
辺
泊」・「
派
生
辺
誠」)
を
「
文'一
(「
核
文」・

「
派
牛
文」)
に
具
体
化
す
る
過
程
で 、

博
文
規
則
に
よ
っ

て
談
合
し
た
後
続
形

態
系
と
結
合
す
る
形
で 、
「
連
鎖」
中の
「
述
語
句」
の
肢
を
な
す
「
形
態
素」

を
「
異
形
態」
に
具
体
化
す
る
変
形で
あ
る 。

「
聞
き
手」
の
立
場
に
つ
い
て
だ
け
定
義
し
な
お
す
と 、
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つ
ぎの
よ
う
に
な

「
活
用」
と
は
「
文」
(「
核
文」・「
派
生
文」)
を
「
連
鎖」
(「
核
連
鎖」
・

「
派
生
連
鎖」)
に
抽
象
す
る
過
程
で 、
活
用
規
則
な
い
し 、
音
韻
規
則に
よっ

て
結
合
し
た
後
続
形
態
素
か
ら
分
離
す
る
形で 、
「
文」
中の
「
述
語
句」
の

核
を
な
す
「
異
形
態」
を
「
形
態
素」
に
抽
象
す
る
変
形で
あ
る 。

山内
構
文
論
的
変
形
と
活
用
「
構
文
論」
の
記
述の
単
位
と
な
る
もの
は 、

厳
密
に
は 、
「
核
文」
で
な
く
て 、
「
核
連
鎖」
で
あ
る 。
も
し 、
「
核
連
鎖」

中
の
「
述
語
句」
の
核
を
な
す
「
形
態
系」
は
必
ず
「
終
止」
と
い
うゼ
ロ
の

「
形
態
系」
を
後
援
すべ
き
だ
と
決
め
で
か
か
れ
ば 、
「
核
連
鎖」
を
み
ち
び
く

「
構
文
規
則」
は
「
活
用」
と
の
接
面で
あ
る
「
接
合
段
階」
で 、
つ
ぎ
の
よ

う
な
「
連
鎖」
の
形
成
を
要
請
す
る 。
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二〕

【
E
E】
+
【
添
←巳

注

H
「
静岡
怯
銭」
吾
8
悼
式
E口「J
〈
d
M7
8
「
波
濡
対」。

虫町
山守
HU凶
代
8
1汁
ψ
位
譲
住一
円
円円
か
子
江・

，
b
E
R
L打
d
パ
rJ
〈
巾V
HY
活
必
引

法・
四哨u募
δ
志
位
δ
ヨ
京-n
bE-
b凶
洲
「
パ
貼印
刷。

注

以
下 、
九
州
肥
筑
方
言
の
ば
あ
い
を
例
に
と
る 。

「
核
連
鎖」
ー
は
そ
の
ま
ま
「
結
合
段
階」
に
送
り
ζ
ま
れる
ば
あい
も
あ

rEI、

れ
ば 、
「
変
形
派
生」
を
司
る
「
秘
文
規
則」
に
よっ
て 、
「
派
生
連
鎖」
に
つ

く
り
か
え
ら
れ
る
ば
あ
い
も
あ
る 。
縦
の
変
形
も
あ
れ
ば 、
横の
変
形
も
あ
る

わ
け
だ 。
縦
の
変
形の
コ
|
ス
を
と
り 、
「
結
合
段
階」
に
送
り
と
ま
れ
た「
核

連
鎖」
ー
は
そ
乙
で 、
は
じ
め
て 、
各
「
形
態
素」
が「
異
形
態」
と
し
て
の
具

rE1、

休
性
・
個
別
性
を
獲
得
し
て 、
つ
ぎの
よ
う
な
「
核
文」

ーー
と
いっ
て
も 、

ま
だ 、
完
全
な
具
体
性
を
持っ
て
い
な
い
が
ーー
と
な
る 。

〔
N〕
:-

h
r口r
c
もーもど
ミ

注

HUげ
2
8Fd
〈
d
HY
SU4」尽
岡田一一ア

も
"とhZ}
山M
L山
九い
「
叱
ロ
ら

パ
S
N明
い

叫EF
諸
γ

も-
H
「
添』
け
」

ら
品川
口
S」
ホ
様

2
が
さ
ら
に 、
「
融
合
段
階」
て 、
よ
り
具
体
化
さ
れ
て 、
つ
ぎの
よ
う
な

fl、

「
核
文」
と
な
る 。

〔
ω〕

\
rorc
もH\

注
:-

H
冷
コ
δFJ
〈
d
M7
8
泊
四京
滋
議-
mbH
H「

撲
にレ」
8
・向
日

涼
瀦

一
方、
核
連
鎖1
が
横の
変
形コ
i
ス
を
と
り 、
構
文
論に
お
け
る
「
変
形

派
生
構
造」
に
送
り
ζ
ま
れ 、
そ
乙
で
「
可
能
変
形
派
生」
の
「
構
文
規
則'一

を
適
用
さ
れ
た
と
す
る
と 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
派
生
述
鎖」
に
な
る 。

〔戸 、〕
・

【
E
E】
+〔
Y
E】
+【
襟ト
己

注

U
詩
ご 白山根
憾
LU
5・
n
s
g
h一」
立
霞
んHh
と
U
S
ψ
ポ
「
HA
怠
》

廷
潤」
・「

洲
幡
町柑
治」

鈴

九二門
会
総
併
合
か
辻 川
町
δ
「口河
除
酒
田己」

ゆ
い険

ら

百四
戸、
MVh
伊
S。
位
計・
〔
H〕
R
計
庁叫
ん伊
冷
お
液
混
対一円
dpJ
ペ
δ
〔H
J

J
S
出阿
波
作
品
事
・

帯
四
戸、
パ
FJ
創
刊
什一件
叫，
d
R
片岡
、A
MVh
作
針
。
。

派
生
連
鎖Y
に
も 、
縦
の
変
形
と
績の
変
形
と
が
あ
る 。
縦
の
変
形の
コ
ー

ス
を
と
り 、
「
結
合
段
階」
に
送
りこ
ま
れ
た
派
生
述
鎖は
各
「
形
態
業」
が

「
異
形
態」
に
具
体
化
さ
れ
て 、
つ
ぎの
よ
う
な
「
核
文」
と
な
る
||
ま
だ

十
分
に
具
体
的
で
な
い
の
だ
が
|| 。

〔N 、〕

h
ror
ムーもl』C
2Hーも
ζ~

γ
は
「
融
合
段
階」
で 、
よ
り
具
体
化
さ
れ
て 、
つ
ぎの
よ
う
な
「
核
文」

と
な
る 。

〔
ω、〕

\
ro
左
右
EUBH\
(
品
、守」てO)

e-e\
ro
cr
y
cmb戸\

派
生
連
鎖Y
が
棋の
変
形コ
l
ス
を
と
り 、
「
変
形
派
生
桃
造」
で 、
も
し 、

「
否
定
変
形
派
生」
の
「
緋
文
規
則」
を
適
用
さ
れ
た
と
す
る
と 、
つ
ぎの
よ

う
な
「二
次
派
生
連
鎖」
に
な
る 。

〔戸 、〕
ee

〔
E
E】
+【
Z
E】
+【
乙
+【
添ト「〕

γ
に
も
縦
横の
変
形コ
|
ス
が
あ
り 、
縦
の
コ
l
ス
を
と
れ
は 、
結
局 、「
融

合
段
階」
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
核
文」
と
な
る c

〔ω
J

:・
\
ErM
g
もに
(
鵬
守
UT
40)

「
形
態
系」
が
「
異
形
態」
と
し
て
の
具
体
性・
特
殊
性
を
もつ
の
は
縦の

変
形コ
l
ス
の
「
結
合
段
階」
以
遠で
あ
る 。
そ
乙
で 、
「
結
合
段
階」
を「
活

用」
の
中
心
を
な
す
段
階
と
見
倣
せ
ば 、
「
活
用
形」
と
は
「
結
合
段
階」
に

お
け
る
「
異
形
態」
を
さ
すこ
と
に
な
る 。

注
と
と
で守口
う
「活
用
形」
は
自
然
的
活
用
形
で
あっ
て 、
修
正
的
活
m

形
で
は
な
い 。

「
融
合
段
階」
に
お
け司令
「
異
形能に
も
ま
た 、
「
活
用
形」
で
あ
る
乙
と
に
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動詞活用の記述

か
わ
り
は
な
い 。
し
か
し
そ
れ
は
「
融
合
段
階」
に
お
け
る
「
活
用
形」
の
現

象
形
態
と
し
て
の
「
活
用
形」
で
あ
り 、
「
活
用
法
系」
を
形
づ
く
る
「活
用

形」
と
し
て
は 、
形
態・
窓
味K
関
し
て
偶
然
性
に
宮
み
す
ぎ
て
い
る 。

わ
た
し
は
「
核
連
鎖」

げ打
「
核
文」
に
お
け
る
変
形の
「結
合段階」
の

「
活
用
形」
を
「
核
形」
と
呼
び 、
「
派
生
連
鎖」

けHU
「
派
生
文」
に
お
け
る

変
形
の
「結

合
段
階
」

の
「
活
用
形
」

を
「
派
生
形
」

と
呼
ぶ

。
「
核
形」

は 、

い
わ
ゆ
る
「終
止
す
る
終
止
形」
に
相
当
し 、
「
派
生
形」
は
「終
止
し
な
い

終
止
形
」

や 、
そ
の
他の
「
活
用
形」
に
相当
す
る 。
「
派
生
形」
は
方
言に

よっ
て
異
な
る
が 、
あ
り
得べ
き
形
態
の
対
立
に
よっ
て 、
い
くつ
か
に
細
分

さ
れ
る 。
「
核
形」
も
「派生
形」
も
「融
合段
附」
で
は 、
そ
の
割
線形
態

と
し
て 、
さ
ら
に
多
技
に
わ
た
る
「
活
用
形」
と
なっ
て
呉
羽
す
る 。

注
「
あ
り
得
べ
き
形
態」
と
い
う
考
え
に
は 、
現
代

の

方-一一
ごく
は 、
「
結
合

段
階」
に
おい
て
は
日
本
語
の
過
去
の
文
法
体
系に
お
ける
活
用
の
荷
類か

ら
は
み
だ
す
よ
う
な
種
類
は
あ
り
得
な
い 、
す
べ
て
そ
の
枠
内
に
あ
る
と
い

う
予
想
が
含
ま
れ
て
い
る 。
あ
る
種
類
の
も
の
が
い
っ
せ
い
に
空
き
間
と
な

っ
て 、
他
の
種
類に
統
合
して
い
る
と
か 、
若
干
の
も
の
だ
け
が
統
合
し
て

い
る
と
か 、
残
っ
て
い

る
と
か 、
あ
る
「
所
用
形」
が
他
の
「
活
用
形」
と
統

合
し
て
い
る
と
か
が
変
災
を
作
っ
て
い
る
だ
け
と
考
え
る 。
し
た
が
っ
て 、

た
と
え
ば 、
「
結
合
段
階」
で
は 、
下
二
所
属
の
も
の
が
サ
変
と
統
合
も
し

て
い
な
い
の
に 、
E-
u・
1

の
三
段
活
川
を
す
る
ζ
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。

ま
た 、
四
段
の
あ
る
系
列
が 、
過
去
の
日
本
活
の
活
用
の
荷
郊
に
関
係
の
な

い
変
格
の
活
川
を
す
る
と
と
も
考
え
ら
れ
な
い 。
そ
れ
ら
は
「
融
介
及
勲」

で
の
活
用
形
態
の
域
を
出
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る 。

2 

活
用
の
記
述

川

活用
の
一

般規
則
「
活
用体系」
は
「活
用
規
則」
の
秩
序
あ
る
集

杭
に
外
な
ら
な
い 。
「
活
用
規
則」
に
は 、
ど
の
方
言に
も
適
用
で
き
る
「一

般
規
則」
も
あ
れ
ば 、
個
々
の
方
言に
し
か
適
用
で
き
な
い
「
特
殊
規
則」
も

あ
る 。記

述
の
最
初
に
は 、
必
ず 、
一
定の
仮
説
が
要
求
さ
れ
る 。
今 、
も
し 、
あ

る
未
知
の
方
言の
「
活
用」
を
記
述
し
よ
う
と
思
え
ば 、
や
は
り 、
普
遍
性の

あ
る一
定
の
仮
説
に
溺
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

た
と
え
ば 、
そ
の
よ
う
な
仮
説
と
し
て 、
日
本
諸
方
言に
洩
れ
な
く
提
案で

き
る
活
用の
「一
般
規
則」
を
つ
ぎの
よ
う
な
形で
示
せ
る 。

(
同
)

【
ポ
〈
1
U〈】
+
【
N】

け日打
』
巧i
H
!N
h

注

者
H
〕

空材
対
S
U判
開
会
話・

M内
H

山台稲
川対
局〉
閲
兵
MA
Y

N
H
総
怠
吊U
殺

憶
測・

宅
H
MH
『
W
A幅
δ
品川
出問
会
設-

M
H
清
涼
潟
δ
閣内
4r

虫Y

N
H
際
品目印

δ
沼
山根
議

日
本
諸
方
言で
は 、
動
詞
な
ら
動
詞の
「
形
態
系」
は
後続
の
「
形
態
素」

と
結
ん
で 、
合
成
形
式
を
作
る
こ
と
で 、
具
体・
特
殊
化
さ
れ
て
「
異
形
態」

と
な
る 。
ζ
の
時 、
「
形
態
系」
の一
部
に
は
変
形
が
加
え
ら
れ 、
一
部
に
は

変
形
が
加
え
ら
れ
ない
で 、
具
体・
特
殊
化
が
行
な
わ
れ
る 。
変
形
が
加
え
ら

れ
る一
部
を
形
態
素の
「
変
化
部」
(X)
と
言い 、
変
形
が
加
え
ら
れ
な
い一

部
を
形
態
素の
「
不
変
化
部」
(W)
と
言
う 。

一
方 、
後続
の
「
異
形
態」
(Z)
と
合
成
形
式
を
作っ
て
い
る
「
異
形
態」

は
そ
れ
か
ら
切
りは
な
さ
れ 、
単
純
形
式
に
ひ
き
戻
さ
れ
る
と
と
に
よっ
て 、

抽
象・
一
段
化
さ
れ 、
「
形
態
学一」
に
な
る 。
乙
の
時 、
「
異
形
態」
の一
部に

は
変
形
が
加
え
ら
れ 、
一
部
に
は
加
え
ら
れ
な
い
で 、
抽
象
・一

般
化
が
行
な

29 



わ
れ
る 。

変
形
が
加
え
ら
れ
る
一

部
を
異
形
態
の
「
変
化
部」
(
X
)
と
言
い 、

変
形
が
加
え
ら
れ
な
い
一

部
を
異
形
態
の
「
不
変
化
部」
〈

と
と
言
う 。

た
と
え
ば 、

形
態
系
【
♀
o由C】
と
異
形
態
h
30
官l
h
お
よ
び 、
h
D」0白ml
h

と
の
問
の
活
用
は
「
一

般
規
則」

で 、

つ
ぎ
の
よ
う
K
示
さ
れ
る 。

【
D」口
出
口】
+
【
ロ】

げH叫
h
o」0白l
mT
ロ
h

(【
ぎ
1

5
+
【
N】)

(
h
者1
MlN
h
)

【
O』
D田
口〕
+
【
Z】

打M
h
o』O但1ぬl
g
h

(【
g
l

出
+
〔
N】)

(
己
宅l
HlN
h
)

と
の
程
の
一

般
規
則
は 、

普
通 、

「
後
続
要
素
如
何
に
よ
っ

て
生
じ
る
語
形

変
化」

と
説
か
れ
る
「
活
用」

の
通
念
を
「
形
態
素」

と
「
異
形
態」

間
の
抽

象

けHU
具
体
の
関
係
で
説
明
し
直
し
た
も
の
で
あ
る 。

乙
の
ば
あ
い 、
【
O』D由l

乙

が
【
コ】

や
【
g】

と
接
合
す
る 、

つ
ま
り 、

形
態
系
と
形
態
系
が
並
ぶ
の

は
「
構
文
規
則」

の
要
請
に
よ
る
ζ
と 、

h
o」o
m!0
1

1t
が
h
o」口由。1
1t
に
変

わ
る 、

つ
ま
り 、

異
形
態
が
他
の
異
形
態
に
変
わ
る
時
は 、

い
っ
た
ん 、

異
形

態
h
o」oui
D
h

が
形
態
系
〔
D』
O白IC〕

に
抽
象
さ
れ 、
「
構
文
規
則」

の
要
請

で 、

形
態
系
【
g〕

と
談
合
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
1

の
削
で
述
べ
た 。

い
か
な
る
方
言
で
も 、

そ
れ
が
日
本
語
で
あ
る
か
ぎ
り 、

乙
の
一

般
規
則
の

玲
外
に
は
な
い 。

と
乙
ろ
で 、
「
形
態
系」

と
「
異
形
態」

問
の
抽
象

けHU
具
体
の
過
程
で 、

変
形
が
加
え
ら
れ
る
部
分 、

つ
ま
り 、

形
態
系
・

異
形
態
の
「
変
化
部」
(
X
­

X
)

は 、

厳
密
に
は 、

二
カ
所
あ
る 。

い
わ
ゆ
る
「
目除」

の

」
ロ
・
I

S
-
-

s

の
よ
う
な
部
分
の
再
度
の
変
形
が
認
め
ら
れ
る
「
形
態
索」

が
存
在
す
る
か
ら

で
あ
る 。

そ
ζ
で、

一

れ
規
則
ω
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
修
正
し
て、

一

れ
鋭
則
ω
そ
立
て

る 。

変
化
部
(
X
)

が
ニ
カ
所
あ
る
「
形
態
素」

を
合
ま
な
い
よ
う
な
方
言
は

な
い
か
ら 、
一

般
規
則
ω
は
ω
よ
り 、

さ
ら
に
強
力
な
規
別
で
あ
る 。

(
N
〉

〔
df〈
l

vハ目
lT
U〈N〕
+
【
N〕

けHu
h
4
1

2
+
ど
|N

h

V〈回
目〕
京
鴻
総
局〉
W「
ニ
…
尚一π
努

up
H
W京
協
対
応〉
当
日
開「
ケ
時一目

H
1
hd十四
棟
鴻
δ
お
日
間
R
出演・
同N
H
h細
山根
同四
ho
wm
N
閥
会
設

た
と
え
ば 、

形
態
素
【明
日巴】

と
異
形
態
h
81
h

や
h
m
R巾l
h

と
の
聞

の
活
用
は
一

般
規
則
ω
に
よ
っ

て 、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る 。

〔ω
l

c
+
2】
+
【
ロ】

げHU

T-
-
令

之

(〔
22
l

up
+
計】
十
【
N】)

(
h
zl
H-
+
MMlN
h
)

【目
lI

C
+
2】
+
【
宮】

げA

Tl
口
十
円。1
g
h

(【
gl
計
+
}内N】
+
【
ロ〕)

(
』

千
百
十
回MlN
h
)

注

db
H
W由
N
閉
会
出由
市
父
〈
汁
8・

，q
口
湖
知
市
淘-
MH
ペ
汁
p
s

活
用
に
お
け
る
「
結
合
段
階」

の
「
異
形
態」
(「
活
用
形」)

の
第
一

変
化

部
は
「
接
合
段
階」

の
「
形
態
素」

の
そ
れ
と
同
様
に 、

単
一
の
母
音
音
素
か

ら
成
っ

て
い
る 。

こ
れ
が
「
一融
合
段
階」

の
「
異
形
態」
(
「
活
用
形」

の
現
象

形
態)

に
な
っ

て
く
る
と 、

い
わ
ゆ
る
「
ワ
行
五
段
動
詞」

の
第一

変
化
部
が

~

5戸i
\
と
な
り 、

単
一
の
母
音立日
系
で
示
さ
れ
な
か
っ
た
り 、

方
言
に
よ
っ

て
は 、
\
c
ご
E
\
・

E
E
CD
\
の
よ
う
に 、

第
一

変
化
部
と
第
二
変
化
部
と
の

さ
か
い
目
が
は
っ
き
り
し
な
い
形
態
を
生
じ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る 。

注
い
わ
ゆ
る
「音
使
形」
な
ど
もそ
うで
ある 。

山

一

般
規
則
の
運
用

さ
て 、
一

舵
規
則
ω
の
迎
用
に
よ
っ

て 、

い
か
な

る
方
言
の
「
活
用」

に
つ
い
て
も 、

記
述
の
一

般
的
な
条
件
が
与
え
ら
れ
る 。

そ
の
運
用
と
は 、
一

般
規
則
ω
に
関
し
て 、

つ
ぎ
の
三
点
に
若
目
し
て 、

そ
れ

ぞ
れ
の
点
に
つ
い
て 、

個
々
の
方
言
の
動
詞
な
ら
動
討
が
「
活
用」

の
「
結
合

段
階」

に
お
い
て 、

ど
の
よ
う
な
特
徴
そ
示
す
か
を
枚
討
す
る
こ
と
で
あ
各 。

形
態
臨ん
が
そ
の
異
形
態
(
活
用
形)

の
す
べ
て
に
具
体
・

特
殊
化
さ
れ

:!O 



動詞活用 の 記述

た
ば
あ
い 、
形
態
素
の
第一
変
化
部
(
V川)
は
合
計 、
い
く
種
類の 、
異

形
態
の
第一
変
化
部
(
と
に
変
形
さ
れ
る
か 。

E
形
態
素
が
そ
の
異
形
態
(
活
用
形)
の
すべ
て
に
具
体・
特
殊
化
さ
れ

た
ば
あい 、
形
態
素の
変
化
部
(
九
+
V勾)
は 、
そ
れ
ぞ
れ 、
ど
の
よ
う

な
形
の 、
異
形
態の
変
化
部
(
ね
+
ち
に
変
形
さ
れ
る
か 。

面
形
態
索
が
そ
の
異
形
態
(
活
用
形)
の
すべ
て
に 、
具
体
・
特
殊
化
さ

れ
る
ぱ
あ
い 、
個々
の
変
形
を
条
件
づ
け
る
後
続
形
態
系
(Z)
に
は 、

ど
の
よ
う
な
もの
が
あ
る
か 。

ー
の
運
用
に
よっ
て 、
個々
の
方
言の
動
一刻
な
ら
動
詞の
「
活
用
の
種
別」

が
果
た
せ
る 。
E
の
運
用
に
よっ
て 、
i
の
下
位
分
類で
あ
る「
活
用
の
類
別」

が
果
た
せ
る 。
皿
の
運
用
に
よっ
て 、
「
活
用
形」
の
決
定
が
で
き
る 。

ー
は
てっ
と
り
ば
や
く
言
う
と 、
異
形
態
中の
「
第一
変
化
部」
(
と
に
相

当
す
る
母
音
音
索の
種
類
を
数
え
て
行
く
と
と
で
あ
る 。

た
と
え
ば 、
「
北
九
州
市
戸
畑
方雪己
で
は 、
形
態
素
【rEHC】
が
つ
ぎ
の

よ
う
な
異
形
態
を
持っ
て
い
る
と
と
が
判っ
た
と
す
る 。

h
r
d
lH
ロ
l
h-

h
r
!0
も

hu

九t
r
i-
-
$1
1t・

h
r
!
ロ
1円
叩l
h­

h
r
l
o
l-
-
h
 

と
れ
ら
の
お-
の
部
分の
母
音
音
素の
種
類
を
数
え
る
と 、
hlolh-
hici­

-tl-lh
の
三
種
が
得
ら
れ
る 。
他の
動
詞
の
形
態
素に
つ
い
て
も 、
同
様の

処
置
を
加
え
た
結
果 、
も
し 、
三
種
||

母
音
音
菜の
形
態
は
ち
がっ
て
い
て

も
よ
い
ーー
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
れ
ば 、
そ
れ
と
P
R
乙
と
は
同
種の

「
活
用」を
な
す
と
見
倣
す 。
種の
数
を
異に
す
れ
ば 、
別
種の
「
活
用」
を

な
す
と
見
倣
す 。

-H
の
点
で 、
た
と
え
ば 、
「
北
九
州
市
戸
畑
方号一己
で
は 、
形
態
素【CE
E】w

?
E
E】
は 、
そ
れ
ぞ
れ 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
異
形
態
を
持っ
て
い
る 。

-t
o
r
--
l
m思
l
~
?

h
o
r
1一
lH
C
;
h・

1t
o
r--
1】「巾
l
h

1t
c
rl巾l
$
1
1
〉

h
c
-内
凸'IH
Cap
--

九百
c
r
l叩1H巾
l
h

注
と
のばあい
の
異形
態
(活用形)
が
「結合段
階」
の
もので
ある

と
と 、
また 、
修正
的な
もので
ないと
とに
注意 。
また 、1tori一12Ih­

-t
E
r
AiH
g
h

のよ
う
に 、
むを
h
!
?
h・

h
l目i
h

と
してい
る
のは 、

は
単一
の
母音音
素と
する
要請と 、
「燐」
部分を
揃え
て
お
くとい
う

要請とのこつ
に
もとづ
く 。

形
態
素
【OE
E】也
【E
E
Z】
は
i
の
点
か
ら
同
種の
「
活
用」
を
な
す
と

認
め
ら
れ
る
が 、
E
の
点
で
は 、
変
化
部
(
ぬ
+
む)
の
形
態
が
結
局 、
異
な

る
の
で 、
同
穫
の
中の
異
類
と
し
て 、
下
位
分
類
さ
れ
る o

m
の
点
で
は 、
「
活
用」
を
条
件づ
け
る
形
態
素
群
が
作
る
枠
を
確
定
さ
せ

る
乙
と
に
よっ
て 、
--
H
が
決
まっ
た
あ
と
て 、
個々
の
方
言
動
詞の
各
種

類ご
と
に 、
独
自の
自
然
的
活
用
形
を
定め
る
こ
と
が
で
き
る 。
修
正
的
活
用

形の
設
定
は
そ
の
つ
ぎ
で
あ
る 。

同
融
合
段
階
の
活
用
表
ま
ず 、
は
じ
め
に 、
「
融
合
段
階」
で 、
活
用

の
現
象
形
態
を
あつ
め
て 、
「
活
用表」
をつ
く
る 。
と
の
段
階
の
作
業
は
従

来
の
記
述
法
を
踏
襲で
き
る 。
だ
が 、
乙
の
段
階
の
「
活
用表」
に 、
「
活
用

の
種
別」
を
加
え
て
は
な
ら
な
い 。
活
用の
現
象
形
態
に
は 、
「
活
用
の
種
別」

を
困
難
に
す
る
側
面
が
含
ま
れ
てい
る
か
らで
あ
る 。
仮
に 、
そ
の
ま
まの
形

態
中
に 、
何
ら
か
の
手
が
か
り
を
求
め
て 、
種
別
を
加
え
て
み
て
も 、
記
述
は

と
の
段
階で
ス
トッ
プ
す
る
だ
け
で 、
平
面
的・
一
元
的
な
記
述に終
る

だ
け

で
あ
る 。

注
糸
井究一
〈大分・
宮
崎〉
「方言学講座」
に
お
け
る 、
否定
表現

形
態を基
準と
した

「
ワ
ン
活」
・「
コ
ン

活」
と
い
っ
た
種
別
や 、
内
外

の
は刑
造言語
学の
笑践者に
よ
毛
語基末尾忠日を
基準に
した

「C
型」・
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【活用表 1) 大分長潟方言

||…1-1一円十3 4イ[17-J寸 1 8 I 
1 I書IK(ak)ー I 0 I (刈I i I 0 I 0 I j川 u I e I 

14 1 来 k-
15 1 死1 Si(n)ー

。 ora 
。 (N) G 

t後愛 | ン |チエ (ヂヂ ヂ'1 ヨ Jルレ' テ | ス ノ凡 L 
続 [ ，ザド ツ タ |いヱ )入， ク ト，-\十- ノルt.. ， [い) { jルレ
j形彰 |いニ司ヤ'イイ 1 〆) [ ijíh 
式 1 eω. 1 et陀c. 1 ('付t比c. 1

uu I urJ口o uru 、V11 

。

(ウ)
竺00 1 uru I e 

イイ l 終 J I '，・ キ| 命令
(パ) 1 (1、言， ナ ， 1

| カ ， ケ ン|

所 属 圭Ti.111..1 fýiJ 
8I�・j置・咲・話・ドパク・ウダク・騒

シュム・ヌブ・杭・済
オラブ・ヨガム・噛・イトナム(歎)
ウラヤム. t1込・シャガ「ム

飛・飲・ウドム(捻〕・沈・歩ムー
ユノレス・ソビク(引〕・イロク(乾〉
イゴク・脱・泳・急L
t寺・取・振・イサブJレ・オゴノレ
(11ヒ〉・イレクノレ(欺)

祝 ・ 会. ;:t . l'l ・ ッンナウ(連立つ)

言・思fオム)・ヨクウ(恕)
酔(ユウ)・ソノレウ(j前)・ヤトウ
芯-Tt
1I � • 1�:' .ネノレ(麹が)

ilI!Jグノレ・閉ヅノレ・落ツノレ
受クノレ・拾ツノレ ・ 立ツノレ

11:ヌノレ

:l;tl S:・コ-E1・;'; Q gj"ミQ岳会心ピ/ oki-i-sasuru / Q....小￥昔話察隊総出/叶QSuru /印弐j時>JA.I*lZ、。

か3c。



対馬久間方言

| 代表| 不変化郎 変 化 11官 所 鼠 きMYS g S 伊l1 2 3 4 5 6 7 8 
honos- Q l G 。 e u e シ メ ス ・ 試 ス ・ マ メ ス ・ 越 ス ・ 7 ワ ス

貸 ス ・ 許 ス ・ 尽 ス
2 舎 ko (k) ー G ( 1 ) 1 G 。 e u e 鵠

咲 ・
)�

焼
� . ・ 騒 ・ ヒ ッ カ グ ・ へ グ ・ エ セ グ ・ 拭

問 ク ・ ソ ビ ク ・ セ ク ・ イ ゴ ク . liJf
3 さ40'じ2 jo(m)ー G (N)  1 G 。 e u e 汲結 - PH1E十

・ オ ラ ブ ・ カ ガ ム ・ 飛 ・ 飲 ・ 沈
- リ キ ム ・ 惜 シ ム ー

4 立 to (t)ー G ( Q )  1 G 。 e u e 勝 ・ 剖
蹴

・ 要 ・ 打 ・ 売 ・ カ フツレ ・ 子 ・ 射
持 ・ ・ 折Jレ ・ 取ノレー

5 行 (ik)ー G ( i ) 1 G 。 e u e 

6 貿 k (o) ー wO (00) 1 wo 白 e u e 会 ・ 祝 ・ 忠 ・ 白 ・ ナ ウ ・ 雇 ウ ・ 酔 ウ

7 食 k (u) ー wo (uu) 、VO 。 e u e 吸 ・ 縫 ・ 言 。
1 lre 8 見 1 lro lro 11 者 ・ 煮 ・ 似町1-

lrロ lrJoo lru lre 
9 1  � e ere 巴巴 1 [ \  . エ ノレn- e e ero ero erJロロ eru ero ere 

10 起 ok- 1 1 JOO ur巴 11 落 . J@ . ViJlrO urJOO uru lre 
J合 ・ コ チ ム ノレ ・ コ ッ パ グ/レノレ1 1  受 uk- e erO JOO ure ee e e urJOO uru ソ ズノレ ・ ツ パ ヌ ノレ ーere 

12 為 s- e 1 l G JOO ure ee 
urJoo uru 巴

13 *' k- 1 1 ure 01 。 。。 urJoo uru lrO 
ン テ (

(デ)
) 

ヨ ノレ ス Jレ ウ (ノて) 終百 止， 休 命令
ズニ タ ダ !WJ示l ， ナ ，形f市φ灸民三z デ ニ ャ タ イ タ

ノレノレ
メ ー エ ー ケ ン， ケ

ザ ッ タ リ ) ア ー ン ド ン式 etc ト ノレ etc キ ノレ etc etc 

【活用 表 2】

問
旧制
Q
R
山出
隠
議 σ3 '" ∞ .  cn ・ 2 ・ コ ・ ;::; EH去 遣さ :t! 泌 お 謙 治 部 I -sosuru / W 溺 :毒 物 中 時 U ベJ :為 嶋 時 o � ...\j 吋 む I uk-e-sosuru I 土日



【活用表 3】 西彼杵板ノ ÌíÏJ方言
I J\'‘ |  完E
| 表 | 小主主句協 1 2 

1 書 k (ak)ー G (jaa) 

2 汲 ku(m)ー G (N)  
3 カ ム

kag (am)ー G (∞〉ガ「
カ ム4 ズ kad(um)一 。 (uu) 

5 ソ メ sosom (ek)ー G (ee) ソ ク

6 I 1お t (uk)ー G ( ii )  
7 立 ta (t) ー G (Q)  
8 fj- (ik)ー G ( i ) 

9 民 k (a)ー wa (00) 
10 食 k(u)ー wa (uu) 

1 1  見 ロ1- 1 
lra 

12 起 ok- 1 1 

13 � uk- e e 

為 s- e 1 
来 k- 。 1 

ン， ン モ テ (
(
デ)

〉
， 

後続形式

ン ノマ， ン タ タ ，
ト ナ マ イ タ イ タ

ンノ マ ヂ ャ リ ) ， ト ノレ
モ ン ， デ
ニ ャ etc etc 

化 部
3 4 5 6 I 7 
1 G 。 e u 

1 α 。 e u 

1 G 。 e u 

1 G 。 e u 

1 。 。 e u 

1 ー ‘G 。 e u 

l G 。 e u 

l G 。 e u 

2 wa 。 E u 

i wa 。 e u 

2 lra JUu 
lro lre lru 

1 Ira JUu ure uru 

e era JUu ure uru 

1 G JUu ure uru 
1 ora uu ure uru 

ヨ ノレ コミ ノレ ( ウ ) ， 、ミ 終止， 休パ ッ
動詞 ノレノレ バ ア ッ テ 7 ロ，="
ニL }レ ナ ， キ ャ
ワ

ケ ン カ
etc etc 

土ヨ コ ・ � . 口 . ::; Q 厳 司4 除 � 縦 揺 E京 総 鉛 / -5asuru / � 巡 議 サv キJ 時 J0 ...IJ 築 栂 ト00

8 I 
e 

E 

e 

e 

E 

巴

e 

e 

e 

e 

lro 
lre 

lro 

ero 

ero 
01 

命令

，ゥl ;;":1.j ffO" �，リ

I災 ・ 焼 ・ オ オ ナ ク ・ サパ ク ・ ン 夕、 ク
シ マ ク ・ ヒ ッ カ ク ・ セ ブ ラ カ ス

結 ・ ヌ プ . w ・ 死

飲l呼 ・ 飛 ・ ツ ン ナ ム ・ 杓 ・ ヨ ガム
- 説 ・

ス ズム (沈) ・ オ ズ ム

オ メ ク ・ ホ ト メ ク ・ イ ッ チ ョ ク ・ イ ゴ ク
オ エ グ ・ ト グ ・ 潜 ・ 急 ・ 戻 ス ・ モ ス ( 恭 )
コ ズ ク ・ フ ク (引

間
) ・ ヒ ク (r次) ・ j悦 ・ 担

注 グ ・ サ ノレ ク ・ ク ・ 許 ・ 尽
勝 ・ 待 ・ 爪立 ツ ・ 借ノレ ・ マ ワ ノレ ・ 蹴
ア セ ガJレ ・ チ Jレ ・ ネ ギJレ

会 ・ 祝 ・ 忠 ・ 貰 ・ ナ ウ ・ 這 ・ 恩

言 ・ 縫 ・ 吸 ・ 恩

煮ノレ ・ 着jレ ・ 似Jレ …

デ ク ノレ ・ 過 グノレ ・ 閉 ヅノレ・ ・

ヌ Jレ (寝〉 ・ ズ Jレ ( 出 ) ・ ウ ロ タ ユ ノレ

寸­c。



天草深海方言

7 初j
l災 ・ 焼 ・ 話 ・ セ ブ ラ カ ス ・ サパ クオ ン ナ ク i
死 ・ 踏 ・ 泣

語同所-1 -8 

t活用 表 4】

;目立 |÷13J-L|ム|ムI u e 
巴u e 。G 

ア ス ブ ・ ネ ズ ム ・ カ ズ ム ( 喫)
指 ・ 脱 ・ 担 ・ オ メ ク ・ コ ズ ク ・ 許
l111 ・ ヒ ク (吹) ・ フ ク ( 日 1 ) ・ サ リ クニザノレ ・ 持 ・ 勝 ・ 蹴 ・ シ ャ ナ ブノレ ・ シ コブ jレ ・ 取 ・ ス ボJレ

一匠I kag(am)一 仁己三王仁こ「己三コ二ζ 仁三戸-13可 -

4 い 呼 1 j (ob)ー a 1 (uu) I i I a 0 

τ図 mm附- 亡三日子仁こ仁己二ζ仁三仁王
e 
e 

u e 

( Q )  6 1 立 I ta (t) ー e u 巴。G G 

e u e 。G 、BJ''
a
l

 
〆f‘、G 7 1 行 I (ikト

オ エ グ ・ テ グ (研) ・ 急 . m1. . .  e 
会 . t元 ・ i!t . 1'1 ・ ヱヲ うす(N!#)
揃 ・ ヤ 卜 ウ ーe 

フ ル ウ (拾) ・ 1汲 ・ オ ム ウ (思) ・e 
1ro 者 ・ 似 ・ 起 キ ノレ ・ 過ギノレ ・ 閉ヂノレ …

ズノレ ( 山 ) ・ ヌ ノレ (寝) � ユ)v (雇7ホ グノレ ・ イ シ ツ ノレ ・ シ ノ ブノレ

1fU 1fO G 

ero 
ero 

uru ee 
終止， つ両面苓言， ナ ，キ ャ ー，ド， パナ，ノ マ ッ テ ント etc

uru 

ノ マ

uu 

j ウ )ウ 〕 ガノレ
( ウ 〉 イ

口γ臼

テ (デ) 1 ヨ ノレ， キ 1 )レノレ ・ト ノレ I )V ， ユ ノレ， 1 ス ノレ ・
続 |ニ ャ ー | タ ( ダ) I ヤ ス ， ギ| ス ・形 |デ ン ・ デ| テ ン ナ | ャ ー ， ワ ，式 |ニ ャ ズ I I動 詞etc 

ン
後 | ン パ

総
同
Q
町民
山山
照
明附

• 

� 
ノレ ・

コ ・ 口 ・ ;':; 8 総司 総 :!! 縦 揺 E京 総 桜 / -sasuru / 州 説話 お f(J キJ r(l >V ベH♀心。
etc etc 

土日



【活用 表 5】 熊本増永方言

I 2 | 不変化部 | 変 化 部
1 2 3 4 5 6 

1 書 ko (k) ー G (joo) 1 G 。 u 

2 汲 ku (m) ー G (N) 1 G 。 u 

3 カ ム kog (om)ー G (∞) 1 G 。 u すf
4 ぞ曲tじ jo(m)ー G (UU) 1 G 。 u 

5 抱 ω(k) 一 G ( ii ) 1 G 。 u 

6 ホ メ hotom (ek) ー G (ee) 1 G 。 u 
ト ク

7 立 to (t) ー G ( Q )  1 G 。 u 

8 行 (ik) ー G ( i ) 1 G 。 u 

9 買 k (ロ〉ー wo (00) 1 wo 。 u 

10 食 k (u) ー \va (uu) 1 wO 。 u 

1 1  見 i 1 l lrO JUU 町1-
lro lro lru 11 

12 起 ok- JUU l 1 lro JUU 
lrO iQ lro uru 

13 受 uk- e e 巴 ero JUU uru 

14 2来L s e 1 G JUU uru 
15 。 1 1 orQ UU uru 

ン テ (デ) ヨ ノレ， キ ノレノレ ウ 終止， 休
後

続
ン ヂ ヤ ツ ト Jレ JV. ダ ス ， ス Jレ ， ナ ，

タ タ (ダ) タ カ ， 動 ス ド ， パ ナ ，

形式 ズ ニ 詞， ナ ハ ノ マ， ミ ャ
デ ニ ヤ ノレ， ギ ャ ーー ， ノイ ッ

etc etc etc テ ン etc

総 口 - E1 ・ 2 ・ � Q 総 回 総 :l! 縦 模 賦 再主 総 /-sosuru / � 剥 場 初 キJ 1'(! >，HJ 時 心 。

7 
e 

巴

e 

e 

e 

e 

e 

e 

e 

e 

lre 

lre 

ere 

ere 
ee 

ノ川01、J 
，、〈

m 信』 宝"五口 例

話 ス ・ 貸 ・ モ ミ 消 ス ・ 焼 ・ l咲 ・ 騒 ・ ピ ッ シ ャ グ

汲 ・ 済 ・ 程i ・ 又 グ…

ヨ ガ ム ・ カ ザ ム ・ オ ラ プ ・ 飛 ・ 呼

頼 ・ 飲 ・ 沈
結

・ カ ジ ュ ム ・ リ キ ム ・ 似 シ ム
ア ス ブ ・ プ
許 ス ・ ツ ク ス ・ カ ク ス ・ マ プ ス ・ 拭 ・ カ プ リ ツ ク
- ソ ビ ク ・ 間 ク ・ ユ ス グ ・ 脱 グ

押 ス ・ 越 ス ・ オ モ ス ・ オ メ ク ・ イ ゴ ク ・ ホ ド ク ・
サ ロ ク ・ へ グ ・ オ エ グ ・ 研 . ìl!i . 急
勝 ・ 割 ・ 射 ・ 干 ・ 要 ・ 持 ・ 蹴 ・ 照 ・ 打 ・ 折

会 ・ 祝 ・ 忠 ・ 1'1' ・ ツ ン ナ ウ

{前 ・ 原 ・ 思 ・ 吸 ・ 縫 ・ 言

ず1 ・ 似 ・ 煮

降lレノレ ・ 落 ツ Jレ . /JiJ ヅノレ ・ ì/i1l クツレ ・

n \ ノレ ・ ヌ ノレ (寝) ・ ウ シ ツ Jレ ・ ソ ズ ノレ ・ タ ン ヌ Jレ ・
ス ク ノレ

'" σコ

• 



動 詞 活 用 の 記 述
-V
型」
といっ
た
種別
を参照 。

州
融
合
段
階
か
ら
結
合
段
階へ
「
融
合
段
階」
の
活
用
表
が
何
ら
れ
た

な
ら
ば 、
そ
ζ
に一不
さ
れ
て
い
る
現
象
形
態
と
し
て
の
「
活
用
形」
に
つ
い
て 、

つ
ぎの
よ
う
な
作
業
を
加
え
る
と
と
に
よっ
て 、一

般
規
則
仰の
運
用
が
可
能

な
条
件
を
つ
く
り
だ
す 。

ー
い
わ
ゆ
る
「ワ
行
五
段」
の
活
用
系
列
を
「ハ
行」
ま
た
は
「ア
行」

の
系
列
と
見
倣
す 。

H
い
わ
ゆ
る
「
音
便
形」
を
「
活
用
表」
か
ら
は
ず
し
て 、
音
使
は
別
途

に
記
述
す
る 。

皿
い
わ
ゆ
る
「
否
定
形」
・「
意
志
形」・「\1
2
2
で\15
2『
ミ
に
続

く
形」
を一
つ
の
活
用
形
に
統
合
さ
せ
る 。

-W
各
活
用
形
に
つ
い
て 、
「
活
用
体
系」
椛
築
に
とっ
て 、
必
然
性
の
な

い
「
音
韻
規
則」
の
働
き
を
消
去
す
る 。

乙
れ
ら
の
作
業
の
結
果 、
得
ら
れ
る
形
態
は
「
結
合
段
階」
の
形
態
で
あ
る 0

・lの
点
で
は 、
た
と
え
ば 、
「
融
合
段
階」
の
活
用
表
で
は 、
後
続
形
態
系

【口〕・
【円E
E】旬
【凹
日ロ】
な
ど
と 、
形
態
系
PO
L-
PEC】
の
類
が
融
合
す

る
と 、
\}hol君。ーもlロ〉
\
宮
君。l$1
2
2\
の
よ
う
な
形
態
と
な
り 、
異
形

態
の
第一
変
化
部
(
ね)
相
当
部
分
の
形
態
は
千
主γ\
で
示
さ
れ
る 。
さ

き
に 、
「
結
合
段
階」
の
異
形
態
の
第一
変
化
部
は
単一
の
母
音立日
系
で
示
さ

れ
る
と
し
た
の
で 、
と
れ
を
そ
の
ま
ま 、
hl君。ih
に
抽
象
す
る
乙
と
は
で

き
な
い 。
そ
乙
で 、
「
結
合
段
階」
で
は 、
hlDlh
を
記
述
し 、
hl君。11t

は
そ
の
現
象
形
態
と
し
て
説
明
す
る 。

。E
の
点
で
も 、
現
象
形
態
と
し
て
の
「
音
便
形」
を
そ
の
ま
ま「
結
合
段
階」

の
形
態
と
し
て
認
め
れ
ば 、
活
用の
種
別
は
困
難
に
な
る 。
異
形
態
の
第一
変

化
部
が

h
l
E
D
l
h・

h
l冊目
l
h-

h
f
g
l
h・

h
I
Z-
-
ア

h
l
c
t
h

の
よ

う
な
形
態
を一示
す
か
らで
あ
る 。
そ
こ
で 、
ζ
れ
ら
を
「
融
合
段
階」
で
の
現

象
形
態
と
見
倣
し
て 、
「
結
合
段
階」
で
は 、
い
わ
ゆ
る
「
連
用
形」
と
統
合

さ
せ
て
記
述
す
る 。

注
「音便」の
記述を別途に
すると一吉田っ
た
のは 、【
E
E】+【百】
げHU

hrDrl-ーもIgh
HHH引\roユロ\
けHH引\r』白白門口\
のよ
うに 、
四つ
の
段

階で
記
述しなければな
らない
方言が
あるか
らで
ある。

副
の
点
で 、
「
否
定
形」
と
「1
2
2
に
続
く
形」
と
を
「
融
合
段
階」
で

区
別
し
た
の
は 、
形
態
系
【
EHE】
が
両
形
を
異
に
す
る
そ
れ
だ
けの
迎
由
か

ら
で
あっ
た 。
即
ち 、
「
否
定
形」
は
玄l内lub
l?
と
な
る
の
に 、
「1
2
2
に

続
く
形」
は
\
Tローも1\
と
な
る
か
らで
あ
る 。
そ
乙
で 、
乙
れ
ら
両
形
を

「
結
合
段
階」
で
は 、
hml。ーもlh
と
認
め 、
すl巾1dB
4RE門口1t
が\
g
E
E\

と
し
て
現
象
し
て
い
る
と
説
明
す
る 。

「
芯士山
形」
と
「
否
定
形」
も
「
融
合
段
階」
で
は
奥
な
る
が 、「
結
合
段
階」

で
は 、
同
じ
形
態
と
し
て
記
述
す
る 。
そ
の
際 、
い
わ
ゆ
る「
五
段
活
用
動
詞」

に
つ
い
て
は 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
音
部
規
則」
の
働
き
を
消
去
す
る
||つ
ま

り 、
抽
象・一
般
化
の
方
向
(
卜l)
に
だ
け 、
働
き
を
利
か
せ
る o

h白ロh
什HU\00\

そ
の
結
梨 、
「
結
合
段
階」
で
は 、
四
段
に
活
用
す
る
もの
が 、「
融
合
段
階」

で
は 、
現
象
的
に
五
段
に
活
用
す
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る 。

間
音
韻
規
則
の
逆
適
用
「立日
新
規
則」
の
働
き
を
消
去
す
る
乙
と
を
規

則
の
「
逆
適
用」
と
呼
ん
で
おζ
う 。
川刊
に
示
し
た
wの
点
で 、
「
結
合
段
階」

の
形
態
と
し
て
不
適
当
な
形
態
が
「
融
合
段
階」
で
見
出
さ
れ
る
時
は 、
「且日

韻
規
則」
を
逆
適
用
し
て 、
「
結
合
段
階」
の
必
然
の
形
態
に
な
お
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 。

た
と
え
ば 、
「
大
分
長
湯」・「
西
彼
杵
板ノ
浦」・「
天
草
深
海」・「
熊
本
増

37 



永」
・

「
福
岡

h島
内」

の
諸
方
言
で
は 、

い
わ
ゆ
る
「
一
・

二
段」
・

「
サ
変」・

「
カ
変」
の
「
意
志
形」
k .
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
融
合
段
階」
の
形
態
が
得
ら

れる 。
(-
)

\
or〕
E
E
〉
\
巳
「}己
己
〉
\
日}
E
E
〉
\
r
z
E\

「
対
馬
久
田
」
・

「
対
馬一
T
酌
」
・

「
福
岡
鐙
崎」
・

「
福
岡
ル
尉」

の

諸
方
言
で

は 、

つ
ぎ
の
よ
う
な
形
態
が
得
ら
れ
る 。

(
酢
)

\
0ど
8
〉
\
ロ
「]00
〉
\
由}DD
〉
\
700
~

と
れ
ら
は
「
結
合
段
階」

で
は 、

ω
・

ω
と
も
に 、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
る 。h

o
r--
ー

も
i

己
h・

h
c
r1ロ'l
dbl
ロ
hu

~九
日I
T
S-
c
h・

h
r
1

0
1

4Fl
ロ
見

注
「大
分
長
湯」・
「福
岡
土
佐
井」・
「福
岡
鐙
崎」
の
諸
方
言
で
は 、

h
o
r

7
$l
c
h

は
九t
o
r
-叩
l

nb1
ロ
』

と
記
述
さ
れ
る

。
「
上
ニ
」

が
「
下
二
」

に
統
合し
て
い
る
か
らで
あ
る 。

ζ
の
記
述
はつ
ぎ
の
よ
う
な
「
音
韻
規
則」
の
逆
適
用
で
果
た
さ
れる 。

一
)

hm
c
h

げHH川\
守口
〉

h
E
h

けHH
こ
o
c\

比)
hoEh
fd
EC\

配
)

h
o
c
-

けHHH\
00\

先
述の
ωの
形
態
が
得
ら
る
諸
方
言
に
は 、
規
則
l
と
心
が 、

けの
形
態
が

得
ら
れ
る
諸
方
言に
は 、

規
則
i
と
E
が
逆
適
用
さ
れる 。

「
大
分
長
湯
」
・

「
福
岡
土
佐
井」
・

「
福
岡
鐙
崎」

の
諸
方
言
で
は 、
〔
D
E
E
〕

【
E
r
E
L

の
類 、

お
よ
び 、

?
E
C】

の
「
命
令
形
」

に 、

つ
ぎ
の
よ
う
な
「
融

合
段
階」
の
形
態
が
得
ら
れ
る 。

(一
)

\
or
=
~
・
\
己
r
z\
・\
由工\

と
れ
ら
は
「結
合
段
階
」

で
は 、

つ
ぎ
の
ω
か
ω
の
形
態
で
記
述
さ
れる 。

(
ご
horim-7h-
hcrAよih・
h凹!?-lh

(
N
)

h
o
r1巾
l〕

o
l

h・

h
c
r
l

?]
O
l

h・

7101}
oi
h

との
記
述
は
つ
ぎの
よ
うな
「音
韻
規
則」
の
逆
適
用
で
果
た
される 。

一
)

h
a
h

汁H川
三
之

出)
ho」c
h

什HU
~
a\

ω
の
記
述
で
は
規
則
i

が 、
ω
の
記
述
で
は 、
規
則
l
と
E
が
逆
適
用
さ
れ

ヲ令 。
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注
と
れ
らの
諸
方
言で
は 、
実
際に 、
\ロro」0\
の
よ
うな
形
態が
得
ら

れ
ると
と
も
あ
る 。
銃
計に
頒
ら
ず 、
\cru\
に
対し 、
\ロ
宮』D\
が
少な

くて
も 、
必
然の
形
態
と
見
倣さ
な
くて
は
な
ら
な
い
わ
けで
あ
る 。

諸
方
言
で
は 、
〔
E
E]

の
い
わ
ゆ
る
「
命
令
形
」
に 、

つ
ぎ
の
よ
う
な
「
融

合
段
階
」

の
諸
形
態
が
得
られ
る 。

\

守
三

「
U六
wv
h削
堕
」

子
三

「
讃
ヨ
hr
R
￥
」
・

「
U斤
今
期
融制
δ
号
令
史
寸
」

\
r自由\

「
注
溺
岡
田陣」
・

「
川河
棋
議
議
」
・

「
漆
衿
越比
六
」

\
7
2
\

「
国
怠
キ
苅
\

芸」
・

「
注
泊
hf
E
」
・

「
菌
ヨ
同闘
志
」
・

「
謝
ヨ
hf
h淵
」

と
れ
ら
諸
形
態
は
ひ
と
し
く
「
結
合
段
階」
で
は 、
hr!OM--『
で
記
述
さ

れる 。
ζ
の
記
述をみ
ちび
く
「
音
韻
規
則
」

はつ
ぎ
の
と
お
りで
あ
る
。

h
a
h

汁HH川
\，JH
〉

h
o-
h

けHH川
\
=
〉

h
oF
h

什HHH\
2w
〉

h
o一
見

けHHH
\
口一\

ま
た 、
「
大
分
長
湯
」
・

「
福
岡
土
佐
井」
・

「
福
閉
鎖
的
」
・

「
福
岡
久
原」
・

「
対

馬
久
田
」
・

「
対
馬
豆
般
」

の
諸
方
言
で
は 、

い
わ
ゆ
る
「
仮
定
形
」

に
つ
ぎ
の

よ
う
な
「
融
合
段
階」
の
形
態
が
得
られ
る 。

\
E
r」
白
ロ
〉
\
o
r
E『」
口
口
〉
\
7
2
E
D
〉
\
凹Z円」
ロ
ロ
\

ζ
れ
も
統
計
的
数
値
に
係
わ
ず
に 、

「
結
合
段
階
」

の
形
態
と
し
て 、

よ
う
に
記
述
で
き
る 。

つ
ぎ
の



h
r
o
rlo
ー

もl
r
o
h-
h
DTI
E-吋巾i
z
--
h
ri
E1
2
I

r
o
--

Tl
ロ1吋巾t
z
h

ζ
の
よ
う
に 、
一
方
で
は 、
「
結
合
段
階」
に
お
け
る
第一
変
化
部
は
単一

の
母
音
で
示
さ
れ
るべ
き
だ
と
す
る
要
請
と 、
他
方
で
は 、
「
結
合
段
階」
の

形
態
と
し
て 、
活
用
体
系
を
構
成
す
る
ば
あ
い 、
過
去の
日
本
語
の
活
用
体
系

ーー
た
と
え
ば 、
文
語
文
法
の
そ
れ
な
ど
は 、
期せ
ず
し
て 、
「
結
合
段
階」

の
体
系
を
示
し
た
もの
と
見
る
が
||の

枠
を
越
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
要
請
の
二
面
か
ら 、

「
融
合
段
階」

の
形
態
を
処
理
し
て
行
く

の
で
あ
る 。

二
つ
の
要
請
に
適
応
で
き
る
「
融
合
段
階」
の
形
態
は
そ
の
ま
ま 、

抽
象
し
て 、
「
結
合
段
階」
の
形
態
と
し
て
記
述
で
き
る 。

注
二つ
の
要
請に
そ
ぐ
わ
ない
「融
合
段階」
の
形態
を
処
理
す
る
と
き

そ
の
方
言で
説
明の
利
く

「音
韻
規則」
を
逆
適
用
する
の
は
も
ち
ろん
で

あ
る。

動 詞 活 用 の 記 述

と
の
種の
処
理
を
共
時
論
と
適
時
論
の
混
同
と
見
る
必
要
は
な
い 。
た
ま
た

ま 、
「
音
韻
論」
的
に
は 、
適
時
論
的
処
理
と
結
果
が一
致
す
る
が 、
「
活
用
体

系」
と
し
て
は 、
あ
く
まで
も 、
共
時
的
な
もの
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る 。

「
融
合
段
階」
か
ら
「
結
合
段
階」
へ
の
抽
象
作
業
は
日
本
諸
方
言の
「
活

用」
の
記
述
に
とっ
て
も 、
普
遍
的
な
有
効
性
を
持っ
て
い
る 。
一
・

二
の
例

を
あ
げ
る 。

山
形
県
村
山
地
方
の
方
言
で
は 、
[
EC]
の
類の
「
命
令
形」
は\
宮\
の

よ
う
な
「
融
合
段
階」
の
形
態
で
得
ら
れ
る 。
と
れ
を
h
Eh

けH10\
の

逆
適
用
で 、
「
結
合
段
階」
で
は 、
h
Elm-$lh
と
記
述
で
き
る 。

注

斎
藤
義
七
郎
〈
山
形
県
北
村
山
郡
東
根
町
〉
「
日
本
方
守口
の
記
述
的
研
究
」

宮
崎
県
「
日
之
影
方き己
の
記
述
に
よ
る
と 、
【Dr
Rロ】・
7
E
E】
の
類

は
「
三
段
活
用」
と
説
明
さ
れ
る 。
「
命
令
形」
が\or
ミ-
E
E\
と
な
り 、

他
の
「
活
用
形」
が
「
下二
段
型」
と
な
る
か
ら
で
あ
る 。
「
結
合
段
階」
の

と
の
類の
異
形
態の
第一
変
化
部
が
「サ
変」
と
統
合
も
し
て
い
ない
の
に 、

h
Ai--
hlEih
・

h
ム1h
の
三
種
の
形
態
を
示
すの
は 、
過
去の
日
本

語
の
「
活
用
体
系」
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
乙
と
で
あ
る 。
そ
と
で 、
と
の
方

言で
説
明の
利
く
h
gh

げ打\
と
の
「
音
韻
規
則」
を
逆
適
用
し
て 、
本

質
的
に
は 、
「
下二
段
活
用」
と
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

注

野
元
菊
雄
〈
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
日
之
影
町
〉
「
日
本
方
言
の
毘
述
的
研
究
」

九
州の
中
南
部、
西
部の
諸
方
言で
は 、
ラ
行
音
が
内
破
音
と
なっ
た
り 、

母出固
化
し
た
り 、
狭
母
音
が
唆
昧
な
形
を
と
る
傾
向
が
あ
る 。
鹿
児
島
県
薩
摩

郡
高
城
村
方
言の
記
述
で
は 、
「ラ
行
五
段
活
用」
を
他の
「
五
段
活
用」
か

ら
区
別
し
て 、
別
種に
扱っ
て
い
る
が 、
乙
れ
も
「
結
合
段
階」
で
は 、
他の

「
五
段
活
用」
と
同
種の
もの
と
見
倣
し 、
「
融
合
段
階」
で
対
立
さ
せ
る
よ
う

に
記
述
で
き
る 。

注

上
村
孝二
〈
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
高
城
村
〉「
日
本
諸
方
言の
記
述的研
究
」

関
東
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
の
諸
方
言
で
は 、
「
サ
変」
は
「
上一
段」
に

統
合
さ
れ
る
傾
向に
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
乙
と
が
多い 。
し
か
し乙
れ
も 、
中

舌
母
音
が
存
在
す
る
方
言の
そ
れ
と 、
存
在
し
な
い
方
言の
そ
れ
と
が
同
じ
傾

向
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い 。
中
舌
母
音
が
存
在
す
る
方
言で 、
た
ま
た

ま 、
「
融
合
段
階」
で
の
み 、
現
象
的
に
「
上一
段」
に
「サ
変」
が
統
合
し

つ
つ
あ
る
か
に
見
え
る
だ
け
で 、
「
結
合
段
階」
で
は 、
対
立
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い 。
と
の
種
の
傾
向
が
「
活
用
体
系」
に
とっ
て 、
必
然の
もの
か

偶
然の
もの
か
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
だ
ろ
う 。

間
結
合
段
階
の
活
用
表
削・
同に
述べ
た
よ
う
な
作
業
が
完
了
し
た
時 、

一
般
規
則
ω
が
実
際に
運
用
さ
れ 、
「
活
用
の
種
別」・「
活
用
の
類
別」・「
活
用

形」

が
決
定
さ
れ
て 、
「
結
合
段
階」

の
活
用
表 、
つ
ま
り
「
活
用
体
系」

の
実
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件変咋 形 |;形 1 I 派別
イ;派別 | 派よ I ì*�v | 対 応 ぬ の

1 1-=-1竺|号lflf去ltiE|主計三引苧L 4

【活用 表 2】 対馬久田方言

程 類 不変化部

I kok-
sm-

1 1 s-
E 

2 1  k-

1 1  ok-
班

2 1  uk-

1 1  m-
W 

2 1 n-

後
続
7巴
肯巨
京

核 形 | 派生 1 I 派�i:1I I 派生lITl 派生w l 派生V 対 応

-u-中一 -0-中ー ーi-rþ- -u-中ー ーモー中一 -e-中ー 4 ・ 7 ・ ナ ・下1
(上1)

-u-ru- e 砂ー -1-中ー -u-ru- -u-re- -e-e- サ

-u-ru- -0-中ー -1一世ー -u-ru- -u-re- ー0-1- カ

u-ru- ー、ー争ー -1-φー -u-ru- -u-reー -1-1- 上2

一色ー中ー -e'ーキー e-e 
下2(長)-u-ru- -u-ru -u-re- e-re 

-I-ro- -i-rþ- 一1-1- 上1一l-ru- 一、一事一 -I-ru- -l-re- -I-re-
e-ro- -e-rþ- -e-e-

下2(短)-e-ruー 一色ー中一 -e-ru- -e-re- -e-re-
終止 ン ヨ ノレ 体 日 /< 命令

ズ ア ー ナデナ メ ー ケ ン
ウ キノレ ケ ン ド ン
jレノレ ・ ラ

ノレノレ (テ ・ タ )ス ノレ ・ サ
À }レ

>:1 の数

4 
3 

2 

1 
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動 詞 活 用 の 記 述

戸4仲|ト+恥恥いトドト変釘机化吋七部
荏出i 

終止 ン ヨ Jレ 体言 | 命令
後 ズ ニL)レ ナ
続 デ ニ ャ キノレ ケ ン カ形 ウ マ ス ノぜ ッ テJレノレ ・ ラ ワ態 ノレノレ (テ ・ タ )
索 ス ノレ ・ サ

ス Jレ

仲化部( 核 形 IL l-;派生][ 1 派よ | 派釘 | 対 応 IXIの数
三」笠二_I_::ιヒとヒヒ|工とと土己と| ロ2LI二

引L|圭二三|予去巳|; !二

W 
ロ1- 十叶 I -i-十 I -i-Ø-

終止 ン ヨ ノレ
後 ズ 二L)レ
続 デ ナ キ ノレ形 ウ ヤ ス

ノレノレ ・ ラ ワ古E ノレノレ (テ ・ タ 〉
�� ス ノレ ・ サ

ス ノレ

-l-ru- r:.:;二記長---1 三i二ro:': I 上1
-I-roー -I-re-

令命JY

 

ノ

ン-ア

言
カ
ツ

体
ナ
テ
パ
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熊本増永方言
変 1じ 部

種 類不変化部 核 形 | 派生 1 1 派生n l 派生][ 1 派生W 主す 応 む の数

I kok- -u-中一 -0-中一 件 | 叶- I -e-<þ- 4 ・ ラ ・ ナ ・ 下1 ・ (上1) 4 s1O-

s- -u-ru- -e一中一 -e-re- サ
3 

k- -u-ru- -0-φ一 -i-ç)- I -u-ru- ー0-1- カ

ok- -u-ru- -1一世一 -1ーやー u-ru- -1-reー 上2

uk- -u-ru- -e-中ー -e-φ一 -u-ruー -e-re- 2 
一色ー中一 下2

n- -u-ru- -e-ÇJ- -u-re- -e-re e-ro 
IV 1 ー、一中一 上1口1- -j-ru- j-ro -1-ru- -j-reー

終止 ン ヨ ノレ イ本 昌 命令
後 ズ キ Jレ ナ ノイ
r4シ宛三z デニ ヤ 7 ス ド
形 ウ タ カ ケ ン

ノレノレ ・ ラ ワ ノイ ツ テ ン
ノレノレ (テ ・ タ )

ス ノレ ・ サ
ス ル

【活用 表 5】

同聞
が
示
さ
れ
る 。
前
述
の
五
方
言の
そ
れ
を一不
す
と 、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る 。

川
活
用
の
連
動
的
記
述
「
融
合
段
階」
の
活
用
表
の
上
に 、「
結
合
段
階」

の
活
用表
を
櫓に
組
ん
で 、
乙
の
二
つ
の
活
用表
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る
と 、

個々
の
方
言の
全
「
活
用
構
造」
の
し
く
み
が
か
な
り
よ
く
わ
か
る 。

と
と
ろ
で 、
二
つ
の
活
用
表
を
別々
に
示
す
か
わ
り
に 、
「
接
合
段
階」・「
結

合
段
階」
・「
融
合
段
階」
を一
本に
繋
い
で 、
「
活
用
構
造」
を一
挙
に
記
述

し
て一示
す乙
と
が
で
き
る 。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
連
動
的
・

過
程
的
な
性
格
を

帯
び
る 。

と
と
で
は 、
「
大
分
長
湯
方一一百」
動
詞の
第一
種
活
用
11い

わ
ゆ
る
「
五

段」・「ナ
変」

||の
ば
あ
い
の
記
述
を
例
示
し
て
お
く 。
一
般
規
則
ω
か
ら

は
じ
め
て 、
最
初
に 、
後
続
形
態
菜
(Z)
が
作
る
枠
を
記
述
す
る 。

H)
【
者1
計1
計】十【N】
HM-2lH戸lHNiNh
HH川\巧IH--HHIN­

N)
〔N】
げHH引〔〉〕・〔∞】・【の】・〔ロ】・【開】・【Hu，】

ω)
【〉〕
げ日付【
添←汁】(駕uN夜間同)

二E
【ロ】(燃
焼一河川{い)

J

一NE
〔口】
(期尚世間除)

一

【
呂
町Hiu-
【22・
522】(附海・
4誌や河川昨)
一

一
品
【由
民
E-
g
g
E】
(海
裕
司同
除)

一

言-

E
RE
-
H曲目
E
E】
(
議
悩
持
併)

~

二

【
B
D
g】(
事
協
第
除)

斗・
【
口
口
問
。
B】(
熊
諮
問問
除)

一
日・
【ロロ〕(
9
4f
気
併)
∞・
ワロ
心
(
部
他
誌
併)

一ω・
〔
号一什】
(円問。簿一河除)
由・【r
EH】
(』詩型開除)

【の〕
げ
HU一-A

〔湿
叫】(
世間砂
叫岡山い)
5
7282】(譲位菊
川貯)

印
〔宅O】
(本・虫菊併)
HH【ロロ円E】
(お健一河併)

白
【ヨロ】(
淋山区気除〉
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l 【te】 (拷続派生) 22 【siko】 (強説派生)

I = 【to】 (確述 ・ 過去一化派生) 23 【gono】 (限定派生〕
5') 【C】 乞= 24. 【cloke】 (限定派生)3. 【toro】 (絞統派生)

4 【ton】 (並立派生〉 25 【to】 (引用 ・ 伝聞派生)

1 【体言】 (装定化 派生) 26. 【JOrO】 (並立派生〕

2. 【no】 (禁 止派生〉 27 【non】 (並立派生〉

3. 【moi】 (否定意志派生〕 28. 【ko】 (並立派生〉

4. 【ka】 (疑問派生〉 29. 【SI】 (並立派生)

5. 【go】 (反立派生〕
6 【 e 】 (疑問派生〉 7) 【 E 】と=写【ba】 (接続派生)

7 【no 】 (疑問派生) 8) 【 F 】 �【命令】 (命令ilKÆ)
8 【cle】 (疑問派生〕 第一利 ・ 第一類活用規則
9 【clai】 (硲述派生) 1 .  I亥文を 作 る 活用規WJ (紋規HIj)

10. 【zo) (確述派生) 【(kaωk叩叶u叶】 +叩【A刈】士-弓亨 // k∞<01ωkえヤい円-t十-吐1
1 1 . 【n∞】 (感動派生) 土己 /J -A J/ ， J A J = 仇
12. 【wo】 (感動派生〕 2. ìIR�L文を作 る 活用 規則 (派生規則)

6) 【 D 】 乞:::::; 1 13. 【koto】 (感動派生) 派生 1 % 【k口ku】 + 【B】と= /J kok-o-ifJ-B J/ == J kakoB / 
14. 【clo】 (推量派生) // kak-a-ifJ-B， JJ と二弓 J kokoo I 
15 【clesu】 (待遇派生) J/ kok-a-ゆ B5 // =弓 J kokaQsjoru / 

� 16. 【kenclo】 (接続派生) 派 生 2 形 【koku】 + 【C】乞弓 J/ kok-i-φC // =写 / kokiC / 

ru 17 【h】 (接続派生〉 // k日l←i十C5 作=弓 Jk口kjoo/. /kokoo/ 
Q 18 【m】 (接続派生〉 / kokiw口 /llE 
}想 19 . 【to】 (後続派生〕 派生 3 形 【koku】 + 【D】== J/ kok-u-ifJ-D // ==J kakuD / 
陪 20 【gotoaru】 (様態 ・ 希望派生) 派生 4 ・ 【kaku】 + 【E):，:=; // kok-e-ifJ-E"，::乞:::::;/kokj口0/ ・ /kakooJ・昔話 可c。

21 【hoQtja) (強税派生〉 5 J� I kokebQ / 



十【司】
げl
言。
zーも1
ご
けl
pロ
宮司\

hi同りh・\司\HtN

滋
l
韻
滋
い
選
前開
通
活
豆

同・

鳶
uN
ゆ
守
山刷
出
迎
浩
田ι
(
索
活
浬)

【凹5
5ロ】
+【〉】

げHご『巴ローロ1
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第一
類の
記
述
よ
り 、
第二
類
の
記
述の
方
が
詳
細に
なっ
て
い
る 。
??

E
E】
と
【ロロ】
が
結
ぶ
と 、「
融
合
段
階」
で 、
\盟ロロロロロ\
の
よ
う
な
形
態

と
な
る
と
いっ
た
点
ま
で
記
述
し
て
い
る
か
らで
あ
る 。
一
類
で
も 、【
ErE】

+【r
E〕

けH1
ECE
E\
の
よ
う
な
形
態
音
韻
論
的
変
化
を
記
述
す
る
た

め 、
あ
ら
か
じ
め 、
一
類
所
属の
そ
の
種の
変
化
を
起乙
す
形
態
索の
代表
を

さ
ら
に
別
掲
し
て一示
す乙
と
が
で
き
る 。

な
お 、
一
類
で
は 、
派
生4・
5
形
が一
粋
と
なっ
て
い
る
が 、
二
類
で
は 、

別
枠
と
なっ
て
い
る 。
一
方で 、
活
用
形の
枠
を
修
正
的
に
六
形
(
核
形
も
合

む)
と
し 、
他
方
で 、
積
類ご
と
に 、
独
自の
自
然
的
活
用
形
を
示せ
る
点
も

ζ
の
記
述の
特
徴
と
言
え
る 。
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3 

活
用
の
比
較

「
結
合
段
階」
の
活
用
表
で 、
は
じ
め
て 、
諸
方
言
の
活
用
体
系の
比
較
は

容
易
と
な
る 。
主
と
し
て 、
種
類
別・
極
の
統
合
関
係
か
ら
見
る
と 、
「
北
九

州
市
方
言」
な
ど一
部
を
除
く
と 、
九
州
方
言
は
種
類
別の
点
で 、
総
じ
て
四

種
別
の
活
用
を
持
ち 、
外
に
向つ
て
は 、
三
種
別
を
主
流
と
す
る
本
州
方
言
と

大
き
く
対
立
す
る一
方、
種
の
統
合
関
係
お
よ
び
活
用
形の
統
合
関
係
か
ら 、

内
部
に 、
い
くつ
か
の
ブロ
ッ
ク
を
作っ
て
い
る 。
十
分
な
資
料
が
要
る 。
だ

か
ら
乙
ζ
で
は
限
ら
れ
た
資
料
を
用
い
て 、
単
に 、
比
較の
試
案
を
示
す
だ
け

で
あ
る 。

今 、
手
許の
資
本
か
ら
は
ほ
ぼ 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
六つ
の
典
型
的
な
統
合
型



を
設
定
す
るこ
と
が
で
き
る 。

A
「
大
分
長
湯
方
言」
に
代表
さ
れ
る
型

B
「
福
岡
久
原
方
言」
に
代表
さ
れ
る
型

C
「
天
草
深
海
方
言」
に
代表
さ
れ
る
型

D
「
熊
本
松
橋
方
言」
花
代表
さ
れ
る
型

E
「
宮
崎日
之
影
方
言」
に
代表
さ
れ
る
型

F
「
北
九
州
戸
畑
方
言」
に
代表
さ
れ
る
型

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
統
合
型
は
つ
ぎ
の
と
お
りで
あ
る 。

(A) 

I 
1 1 kロku

2 1 sinuru 

1 1 1 suru 
II 1-1一一一一一

I 2 I kuru 

E 日kuru
l okuru 

1 1 1 neru 
W ト-1-一一一

1 2 1 miru 

( B )  

I 

IV 

参
考
ま
で
に 、
G
「
共
通
話」 、
H
「
文
語」
の
型
はつ
ぎの
と
お
り 。

動 詞 i活 用 の 記述

W 

主li
( C ) 

E 

( D ) 

I 

E 

kaku 

sinu(ru) 

1 1 suru 

II /-2 同7
ukuru 

nuru 

okiru 

muu 

( E )  

I 

( F )  

1 1 kaku 
I smu 

1 1 1 suru 
E トート一一一一

2 1 kuru 
ー一一一下一一一「一一一一一一一

ukeru 

I -�-���-------I 
][ 1ートー­

okiru 

πllru 

( G ) 

1 1 k，aku 
I I smu 
「一一γ一一一l一一一一一一 l

l 出u
E ト一一|一一一一一一

I 2 I kuru 

ukeru 
neru 

okiru 
πllru 

E 

2 
VI 

一45



(H )  

I 

A
型
の
特
徴
は 、

「
ナ
変

」
の
存
在 、
「
上
二
段」
の
「
下
二
段」
へ
の
統

合 、
下
二
「
ヌ
ル」
が
下一
で
あ
る
と
と 。

2

B
型
の
特
徴
は 、
「
ナ
変」
の
存
在 、
「
起
ク
ル」
が
上
二
段
型 、
「
ヌ
ル」

が
下一
で
あ
る
と
と 。

1 3

C
型
の
特
徴
は 、
「
ナ
変」
が
五
段
へ
統
合 、
「
起
ク
ル」
が
上一
段
型 、

「
ヌ
ル」
が
下
二
段
型
を
と
ど
め
て
い
る
ζ
と 。

4

D
型
の
特
徴
は 、
「
ナ
変」
が
痕
跡
を
の
ζ
す 。
「
起
ク
ル」
が
上一
段
型 、

「
ヌ
ル」
が
下
二
段
型
を
と
ど
め
て
い
る
と
と 。

5

E
型
の
特
徴
は 、
「
ナ
変」
が
痕
跡
を
の
と
す 、
「
起
ク
ル
」
が
上一
段
型 、

「
ヌ
ル」
が
下一
で
あ
る
と
と 。

6

F
型
の
特
徴
は
二
段
活
用
が
な
い
と
と 、
「
ナ
変」
が
五
段
へ
統
合 、
「
起

ク
ル」
が
上一
段
型 、
「
ヌ
ル」
が
下一
で
あ
る
ζ
と 。

そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
属
す
る
方
言
を
示
せ
ば 、
つ
ぎの
と
お
り
で
あ
る 。

-
A
型
H

大
分
長
湯・
大
分
大
野(
糸
井
寛一
氏)・
福
岡
土
佐
井・
福
岡

鐙
崎・
福
岡
直
方
な
ど 、
ほ
ぼ
立
後
・

笠
前・
筑
前
北
東
半
部
の
諸
方
言

2
B
型
H
福
岡
久
原
・
福
岡
篠
限・
福
岡
秋
月・一徳
間
金
武
な
ど 、
ほ
ぼ

筑
前
西
南
半
部の
諸
方
言

3
C
型
H
天
草
深
海・
島
原
口
之
津(
南
不
二
男
氏)
・
佐
賀
武
雄(
小
野

志
真
男
氏)
な
ど 、
肥
後
西
部
島
艇
か
ら
肥
前に
か
け
て
の
諸
方
言

4
D
型
H

熊
本
松
橋・
鹿
児
島
高
城〈
上
村
孝二
氏)
・
桜
子
島(
上
村
幸

雄
氏)

5
E
型
H
宮
崎日
之
影(
野
元
菊
雄
氏)
・

宮
崎
高
千
穂(
岩
本
笑
氏)
の
諸

方
言

6
F
型
H
北
九
州
市
市
街
部
方
言

ζ
れ
ら
の
型
に
完
全
に
は
属
さ
ず 、
ど
の
型
かの
中
間
を
な
す
方
言が
あ
る 。

た
と
え
ば 、
「
対
馬
久田
方一冨」
や
「
西
彼
杵
板ノ
浦」
な
どの
方
言
は 、
「
福

岡
久
原」
式の
B
型
と 、
「
天
草
深
海」
式の
C
型
の
中
間
を
な
す
B
C
型
の

型
を
持っ
て
い
る 。
「
熊
本
増
永」
お
よ
び 、
筑
後
地
方
の
諸
方
言で
は 、
「
福

岡
久
原」
式
の
B
型
と 、
「
熊
本
松
橋」
式
の
D
型の
中
聞
を
な
す
B
D
型の

型
を
持っ
て
い
る 。

こ
れ
ら
の
分
布
を
地
図で
示
す
とつ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。
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